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昭和 四 年 七 月 一 日 


ee Be Ae OBL EAE BRILIER Ce) 
mae TE PE A 
Wa PR © Fe aR S Hh BE 
WARIS E & UC ABU Ue 2 RBIS Re LS, 中 に は それ ら の 
結合 と 認 む べき 極め て SHWE AEDEHO, レッ ズ 区 を な せる 主 な る も 
DS — BAO LBB 28 OF IUD BRS (SUC, 前 者 は 走向 傾 許 共に BR 
の 片 理 に 一 致し , 走向 N 60E. GR] 70° SE 超え , 後者 また 走向 路 之 に 下行 
すれ ども , 其 岩 の 片 理 ょ は 反 敵 に 傾斜 せる — PRIA O CHET, HOH 
確 床 の 下部 また 南北 に 走る ほ ヾ 直立 の 年 面 に 深 ひ て レンズ 基 を な せり 2。 
MR 2 SS 4 OL BIRR BAMBI UC, 共に 殆 ん ど 
MLO, SRB AROS, BOA CUO CU HE SBR L, 
その 一 部 分 は それ ら の 面 に 洪 C HABE OBB レン ズ 状 を な せ ど も , 
一 部 は それ ら の 交叉 線 に 深 び , 或 は BIR POT ABH 2S B DRDEAK Ze 
な せり (第 六 及 び 第 七 賠 参照 )。 
自 地 砂 床 また 概ね 石原 岩 の 分 布 に 従 つ て その 中 に BET IE b, BAR 


2C2) BAAR RR 


ROMER AS. D< OMS, Cir. 6 OWRD HABE RI Vv > aH 
を な す 事 宣 は , AVKLAO BSE CMMLO pd & UT 断層 或 は RRO 
「 存在 し た る こと を 示す も の と 見 る べく , し か る も 今日 な ほ それ ら の 方 向 に 洛 
3 CHAD te SMe Te HL, BACLT Re PRs O THA BS, 度々 方 解 
AMIRI FE te Str, FICS BOHR NDR 2e 8 PSS, HORSE BY OE EO 
の 後に な ほ 繰 返さ れ , 確 化 作用 の 一 部 分 は 更に その 後 ま で も BBE OBA 


PERL Y SL SHARP COL 4 05 ORME A WHR) 
す も の と 見 る べし 。 こ れ ら の Mite Ms 何れ る 寧 に 「 目 」 と 呼ば れ , そ 
の 主 な る ぁ る も の 次 の 如 し 。 
南 北 目 RRS VY, He Sd OEM NO°~25°E, (Hp 50°~60° E. 
H=2 TEA 敷 條 あり , 主 な る も ゃ の は 走向 N 40°W, (Hp) 65°NE. 
VERA UL SRE BR & ARH Te S MAKI PB SEDAN IC EME LA RRR 
の 大 部 分 , HARB, BORG, FH PIE OM, BT OF SE 
fF av % ZI BIRT 6 
東 西 目 Ree Lab I, HMN80°~90°R, (HiA} 65°S. 
Fi ERB O — BBO FOB © TS IC BERT 0 


ui WE NSR 3C3) 


A+ HA SS ARBRO IIRZIC HPI So 走向 N50°~60° E, 傾斜 SE. 
一 育 世 度目 SIMU IK Rte 3-6 走向 N6OCE, 傾斜 709SE, 
COWL 6 OBEOR RM 2H D,N 20°W の 走向 を 以 て 西 に 45° ORL 
を 有する 地獄 谷 断 層 , WIC BIC CHAOS aH O, RAS EMTS 
東西 に し て 殆 ん ど 直 立 し , 共に 粘土 質 充 填 物 を 有する も, 全然 確 化 の 跡 な く , 
本 地域 に 於 ける 最後 の 地 iis 
fae e CHT 9 


ABBES |i TR 
FRU ORE 


yy IB OAIEZ 
t AREAS UC HAD 
Kalk 0, DE 
床 を 東西 に Aas, Zw 
南北 雨 生 に 隔離 す 。 本 確 
床 の 上 年 大 部 分 は 片 研 岩 
DHERIC WY OT BBE ¢ D 
ASH DR NN OC, KRU HS BI, BA, HEME VEBE 
Bae ioe ah ode 4 I UTR Te PL] CAMA ER (a ADR 
&, AAURO Te D (COWES Ek, © DALLA AE OD BBD Ae BEA DA 
に 属す る を 示す 。 然 れ ど も , 少量 の 石英 , WHE, HET 2 OPE DORE 
WER OTs PORIRS AE O— BD 42 & A S, DRIED BOE DS Asset WEA DR IR ee 
せる を 示す 。 ; 


太 床 成 生 の 過程 さそ の 成因 
以上 の 諸 闘 係 よ り 前 岡 確 山 栃 洞 確 床 の 成 生 過程 を 老 ふ る に , AKA, Wa, 
Hi BCE SE OUR, K 26 WO BAVC & L, KDC TAOREA & HL & Hh 
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Seah L (Sk MAIR CHE Sti, MR LEK COMMMDELT や ゝ 長期 に 
BOT PRE GHESEOSM Lo これが 短め , WELD DPN CE 
に 痢 入 し , ASHURICA OO AKRABB OER Me S ADI Emma ls, 該 
RIOR UCL S Bh DBR ZO, PT MEMRe BT RE &, 一 部 は 本 
 LWHEL, BA ZeBnas, AUORRERHD LRU SBM Ama 
及び EOXNA TAA PMROMBS HHL RID. LHS LMS, Ft On 
AD Bvp EEK Bh NBA OL 2s SRG LEO LI LRM LU 
MAILE & UCL ORD FRIED IIE, ZI BORK S BKB 
Witt ROA S BHO —BBS PC BEL, COWARE OFLC RPGC ria 
FAD HBB OWE O72 va 6 Was KAR DFE EL, BK DC これ 
CBRL CHER SLL eRT ; 

BRK OD KBD (SCE a O FES GH Da ER 22 UO eR 2 eA TA 
も の に し て , COMAD WAIEO (cH bh, BAP AE ¢ し て 標 式 的 な る 
Skarn 型 に 属す 。 然 れ ど も , この 種 の 砂 床 の 導線 部 に は , 石英 及び 線 鎌 石 を 
主 と す る も の , 或 は 右 英 及び 方 解 石 と eRe HMR Tb 4 EO KE 
な ひ , それ ら は 何れ も 次 鐵 輝 石 を 主 と す る 磯 床 の 周 線 に 位 し て , ZI KOT 
交代 せら る ゝ を 発 れ た る 片 太 岩 或 は 右 族 岩 中 に 遂 達 する と 同時 に , REE 
EO — He 4 AC UC ABM Ze SURI Oo LC OMOMURIL t OBE 
O14 BOE Ie Hse LE ESO Mk LESH & UTR 6S. ORAL, 
FIL TO— MBAS GHHOMMRMR 7 L, また その 一 部 に は ROMY 
ABUCHE L UTAMBO KEI RIS So 

か さく の 如く , BAKO EDK BIS & OAR 72 EOD > HSMN } Hh RR 
動 は な ほ 屋 々 繰 返 さ れ , DER OPW BD RRM Eb oS HEBER 
成 生 期 の 後に 於 て も , 断層 の 成 生 並び に 石英 琉 岩 脈 の 導入 を 見 , し か も それ 
6 (ADK BAS O ME te BBG RE UR IS Sy POR O BIAS SAE 
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DD BD (BIDS. WKO MAHI C OB RELAIROBEA LI BIN KM 
分 を 終り , し か も その 一 部 分 は KRAEA DURE TC HHS LOL BOS 
る べから ず 。 

MA OURS Ze RBM ts AICHE L LHS, その 大 部 分 は MELA 
EACHS SEMBERERU CD <7 41 KROMAKCRRU, この 
BB(SAL MRO EG HET % AAD i BD EE fa DO FEO BEE oO BEERS 
せる も の と RUNS LUT, CORK REM O Hie OWE PERT LIE 
CZ ROEER, 加里 , AIK, 鐵 , TAR, 鉛 , 硫黄 等 を 集中 L, SEAR RU mB, IR 
SESE ROSSELA, HRS t U THA L, 石 族 の 一 部 及び 鐵 は 斑 酸 と 
共に 周 園 の 岩石 並 に 自 骸 の 一 部 中 , 既に 凝結 せる 部 分 に 放 瑞 せら れ , と を 交 
i LCR E OLE A 4 U, TBS, OR, 硫黄 等 は 一 部 は REE OWES 
ARIS O, 一 部 は 石英 方 解 石 等 と 共に 更に その 後に 残存 し , BIKE, WEE, IK 
ER BE AIK L, Bld t OBR FET LT 沈 淫 する に 至り た る も の ・^ 
如 し 。 

DEE ME ROME, HICES CURRIER 

WEAR ARK 75S WIS T Otel 2 Feta L, Weld Bla e FE UC AAR, 
BAe A UT: © LE 8, HUIS 3 a PE OWNS ¢ , TED IT RE 
BiBROT > 3B koe LAZDA, (ALE OMAR LAB 
は , 概ね 激しく 酸化 せら れ , 方 解 石 は 溶解 し 去 9, UAE RADE OF DRBUBIC ( 
YS IAT IGE LC RAR Ze PER TEL, 方 負 障 は 概ね 最後 まで 残存 すれ ども , 
BIKA LEOTIEX & OMUBR Negative pseudomorph を 残す 。 

か く の 各 くに し て BABEL UC MRMOKS 246 L, was RMRAE 
と し て 溶解 し , DEMURE eh & O VARBY OEEMK LIEN MEL, BRAK AUT 
その 溶液 の 中 和 に 際 し , 或 は HEE D BiweeP IHS CBO IHS E UT te 
VEL, ZOBOMAKHAHNE & O CHERAB EME Calamine の 隊 品 集合 と 化す 。 但 


6C65 2 tw th om OB 


L TOA MEO PS 含ま れ た り と 認 Biscd oF EY LS, MORPEROD 
Git» Ft 7 aU LCE BETA ICIRTES © SOURIS BA LTS ANNE BE 
MK aL TS Lo 

Shld RIC ES FADE Cerussite % Ute GND Pyromorphite と LU CRARAYIK Ded 
すれ ども, TOMMY TMP UT, COKMHS E OTF fT SWOT, 
eAREABE Anglesite (222 R SI LERRKO. 思ふ に 一 旦 下 降水 に 深 け 
fe BPs Aa ES EN UH UD HM t UTR LIS &DEASLo 

Gil (dS = SRDS PIC LG BSS SAVE 8, ERO FLEA 
(S25 DAUR HORRAD ER < TEL, SRC BRO ARE AICRRY SABES 0. 

此 等 の 詳細 に 就 て は 追 て 再 訟 すべ し 。 Ga) 


hii hn KF S19 OK EORKSH HK ESD 
3 amt YE BS BK BB 
HSOWE LRH E 


met ori ys & (SE ERIC L, 物理 的 に も LMI) KS 


類似 する 金属 に し て , その 硫化 物 も また 類似 せる 特徴 を 有 す 。 即ち これら 
岳人 金属 は それ ぞ れ 唯 だ 一 種 の 硫化 物 ZnS 及 び CdS HHO, し か も それ ら は 
何れ も 同質 二 像 (dimorphous) に し て , 高温 に 於 て は 共に 六方 卓 系 完 面 異 
極 像 に 局 し , 低温 に 於 て は 共に 等 軸 品 系 四面 帳 式 牟 面 像 に 属す 。 
YEO 5 b, 硫化 亜鉛 ZnS に 就 て は Allen, Crenshaw, Merwin = ROK 
MS WARE HO, PSR ROA C し て 人 工 的 に 生 ず れ ども , Ze 
に て 強 熱 すれ ば , ADR RO b ORCC BIRT e HIS L, COVER 
は 1020 + ょ 5°C 700 HO 5b, Shi ROLOERRCKR TE 8 ASIC 
6% » Kae eB lS —EeL, NDuRO & の は 繊維 年 鉛 確 Wurtzite に 相 富 す 。 


1) E, T, Allen, J. L, Crenshaw, H, E. Merwin, Am, Journ, Sci., Vol. 34, 
341~396, 1912. 
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但し 六方 唱 系 の も の 即ち MAT NMES, SWB RO & ORI PI SAMI I, 

し て その 産出 極め て 稀 な り 。 

之 に 反 し て 硫化 みる ドミ ッ ゥ ム 即 ち CdS は , EOILBAIHA & ¢ Het Aw 
ちゃ Zn3 に 類する に 拘ら 5 す , 従 來 主 と UT AHMAR EM RROD ドミ ッ ゥ 
4 Greenockite と LTOAM Sh, HMAC AKT SS HH RD 4 O 
は と を 全然 知ら れ ざ りき 。 HET Lorenz Kida Pio .OR A eHEIE 
水素 中 に 通じ て 他 の 結晶 系 に 局 す る も の を 得 た り と 唱 へ た れ ど &, Groth 
氏 の 観測 に よれ ば これ また 六方 唱 素 の も の に 外 な ら ず , を の 後 Allen, Cren- 
shaw, Merwin 三 民 の 種々 な ぁ 條 件 の 下 に 於 ける CdS OBE, HAH 
曲 系 に 局 す る Greenockite に 非 ぐ ざれ ば , te SIEM & LO S BRIER 
を 得 た る に 過ぎ ざめ き 。 

第 一 素 PikMML with» Fi V A2OMA-BAR 


Bitte mgh ZnS 硫化 か ドミ ウム Cds 
高 YA fi | SEMERIGR TE Wurtzite abi F SY AGE « Greenockite 
(gegm) | 3.8904, 6.2774, RUE ga. 149A, com6.724A 
Agel? 1636 isomorphous als Cae ene 
| | 
居 移 申 1020°C+5°C ーー FE RR BE 7009°-8009C | 
低 i FH | Pl RigAHE Zincblende 一 類 質 類 像 一 。 fi F< ABE 3 Greeno kitel 
等 軸 四 面 © isomorphous © 
(RAP THT ER a=5.40 A3) a=5.820A 


(注意 zx, B は 米 國 式 に すれ ば 反 敵 と な る さ べし) 
然るに 近年 Ulrich 氏 は Allen 氏 等 の 方 法 に 従 ひ , Cd20. Dit ARAM 
(HS を 通じ て 沈 泊 せしめ た る 粉末 基 CdS を 70°C に 於 て HARD BDO 
と , ZH) 2 OFFA 700°C 乃至 800°C の 硫黄 の 蒸気 中 に 熱し た る も の と に 
BC XMAS AAL Ot, 前 者 は 明か に 等 軸 上 曲率 に 属す SP SE 


1) Allen, Crenshaw, Merwin, op. cit, 
2) E. Ulrich, W. Zachariasen, Zeits. f, Krist. Bd. 62, s. 260, 1926, 
3) W. Gerlach, Phys, Zs, Bd, 23, s. 114, 1922. 
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原子 配列 を 有 し , 8 (SRE SR & AERIS ON a RIC ST % 原子 配列 を 
有する を 知り , 56H OWRM IK B-KROM 3 HA — KB fflsodimorphism 
DFFAEZCHED DT O 。 
KE l= HAF BS Ba KE 
FRITS ERULORDA DY 1s 6 b &SMOPE 2A 6M, 
PYRE SARIS BAL E HT OF PEBRRAS BE L, PF RMI OF 36 URE 3 
も , RICE BABS IS 8 HC, MO EGTRRA EO も 多量 に 産 す 。 


ZC UCR HE RE EMS OREM LARC, tannIZO HDS & Old (E , 


か に Rhine 地方 の Bensberg, Bolivia の Oruro 及び Chocaya, Peru の 
Quispisiza, Montana' の Butte 等 より 知ら れ た る に 過ぎ ず ,! 他 は 概ね 繊維 上 
の 集合 と し て , A DERI RRORM & AS OP 7% LTC, ANI 
自 雨 國 境 の Moresnet 地方 に て は 火成岩 の 噴出 を 全く 見 ぐる に 拘ら ず , A 
生 代 石 旅 岩 中 に 大 規模 の 分 亜鉛 確 床 を 産 し , その 内 の 方 鉛 路 及び PIES AE 
(SEA HEH ADO SE & EFEAC [ADDIE AK 75 L, BURER EO BAM A 
は し め , Austrian Alps の Raibl (= C (AMEMERE HNMR IS PORE SE RO OE 
CHL ABAL USAR CELE 5b, Of Bohemia の Pribram, 
同じ く Mies S(C 5ST & SURE RE CODES FSC DAR HEARER SID BAR OUE 
AK (meta-colloidal) 集合 を な し , AHF Strahlenblende skit Schalenblende 
を や を な し て 出 て , む し ろ 後 生 的 産物 と 信 ぜ ら る 。 ま た 彼 の Chacaya, Oruro 4 
に 産 す る も の も , BA, MOE LIC He OGRA (sulphosalts) 例 へ ば 
紅 銀 確 ruby silver ore Se £ > API PORDMIC LT, 必ず し る 高温 の 
TRA Ut 0 と 信じ 難し 。 
か く の 如 く , RRMERE SIS 1020°C 以上 に て 始め て 安定 な る WRIA 
拘ら ず , 換 際 に 於 て は 屋 々 低温 の 産物 と し て 知ら る ゝ は 一 見 RE OB BL 
ふれ ども, Allen SEE OBEN & tue, PURO LEMONS 7 oD Hk 


と ia 
canst 
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溶液 中 より 容易 に 生 ず れ ども , 繊維 現 貧 里 は 常 に 酸性 水溶液 中 の みよ り 征 
UC, 且つ 次 験 の 範 園内 に 於 て は , 温度 が 低けれ ば ESSE, OMG OM 
性 も 内 亜鉛 只 の 現 出 を 妨げ , AER SIRO WE RIBS SL, Lik 酸性 
を 時 する 下 隆 水 より 生ずる 硫化 亜鉛 が HOT 繊維 亜鉛 確 と し て 現 は れ , そ 
の 酸性 の 朋 き 場合 , 或 は 比較 的 温度 の 高き 上 昇 熱 水 液 中 より は , IT AWED 
み を 生ずる 所 以 な る べし 。 但し IABMEA OM <, 温度 が Cd 6 OME 
DyEB Ri 1020°C 以上 の 場合 に は , PURI HSB AS CRE a PR & AES YU 
tHES, 天然 に 於 て は か く の 如 き 高 温 に 於 て この 物質 の 沈 淫 を 見 る 場合 は 
直ら ざる べし 。 

Gi» Ft 7 LWEBPY greenockite & また 天然 に 於 て は 結晶 形 の 恋 達 稀 に 
UT, 僅か に Scotland の Bishoptown 等 に 於 て の み , FEAL PEK BCE O hg BAK 
ZS GRP AC, #i#I Prehnite と 共に 之 を 産 す る 例 あ お る に 過ぎ ず , その 他 に 於 て 
(RAE IC EARBESB ARK & 2% LCE LU, 例 へ ば Bohemia の Pribram, Colorado 
の Leadville, Missouri の Jolpin HWA SEIST (LIC PYRE AOE CEE O TR 
ACABIE HAC, 概ね この 確 物 の 被膜 を な し , また は その 周 園 の BA bicwey 
す 。 和哉 園 に 於 て も また 先 に 本 誌 に 報 ぜ る が 如く AIT BELL BRT OER — ap 
RESEDA ICIS TC, DRS OPRIL SS 部 分 に 件 な ひ , OEE, MIRE EO 
酸化 物 を 被 ひ , BEPROMEY Ft 9 22 HEL, BET CBD eam SS 
れ ど も , ROCBHhs ROY FD ABE MOSS, Risen At» 
= 7 WER % xantochroite と 認 む べき や 有明 かならず, AWMRCBS OK 
の 高温 性 硫 ヵ カドミウム 確 すら る も, 微粉 の 集合 に 於 て は (£4 BIRT の 有無 を 
明か に せ ず , 且つ 種々 な る 條 件 の 下 に は , 低温 に 於 て も よく 生じ 得 べ きこ と 
既に Allen 氏 等 の 害 験 に より て 明か な め 。 何 れ に し て も この 種 の 硫 カ ドミ 
ゥ ム 確 は 之 を 酸化 帯 に 於 ける 二 交 的 産物 と 認 む べし 。 

1) ABEB—AB 52, 昭和 四 年 , C1929 う . 
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2) REO OK IC HSS BH EEA 

次 に 以上 の SRAOMRBYM RAR eam SUC, hte FiO AOR Ee Hes 
HE & DIC MRO & UT, Ia] BRA BC BC BI Ic, 或 は 互 に 混合 し て 
産出 せる 例 は ARZLMSD C LABIAT o Mir b, ASME Hd T 屋 々 
RD DY OID EOI BBA, Seebach 氏 が Doelter OME 
書 中 に 掲げ られ た る NaPeMwMeO a HM BPE T 182 例 中 , a Fi DAO 
在 を 掲げ られ ざる も の 55 例 あ れ ど も , その うぅ ち に は 特に この 物質 に 就 て 試 
Bes) LEDREA, BO 77 例 中 , カド ミッ ム の 導 跡 の み を 含む も の 25 
A, TDI 以下 を 含む も の 7 例 , 12 以上 を 含む も の 8 例 に し て , 他 の 37 
PS 0.1~1.02 を 合 め 0 。 右 の う も , 特に 多量 の ヵ 々 ドミ ウム を 含む も の は , 
New Hampshire J Shelbourne #EPIR SAVED 3.20%, 同じ く Lyman EO 
2.30%, Hungary の Schemnitz 産 の 1.52%, 同 Rodna #£Q 1.519, Sardi- 
nia の Correboi #0)1.66%, 同 Istriccu 産 の 1.239, Tuscany の Bottino 産 の 
1.23% 等 に し て , す べ て これ ら 6 の ヵ ド ミッ ウム は , SHE 々 ドミ ッ ウム と し 
て , その 結晶 構造 の よく 上 類 似せ る SSH REGARD b PO aa SAME I BVA 2p 
ー な する も の と 認め ら 5 る 。 

同様 に また 繊維 亜鉛 路 中 に も 極め て 屋 々 カド ミウ ゥ ウム を 含み , Doelter KD 
書 中 に 掲げ られ た る この 確 物 の 分 析 12 例 中 , Oruro 産 結晶 及び ご 個 の 人 工 
MAMPI 全く 選 を 示 され ざれ ども , 他 の 9 例 中 僅か に 唯 1 例 を 除け る 例 
Midst 6B 1% 以上 の ヵ ゎぁ ドミ ウム を 含み , Bohemia の Mies 産 の も の 
如き は Zn60.50% (CH UT Cd8.66% に 達せ 0 。 こ ゝ に 極め て 注意 すべ き 
WS, これ ら Cd las tre mi SADE 2 eT HEBUIKIRA BBC LT, 明か な る 結 唱 
を な す も の に 於 て は 之 を 全く 含ま よ ぐ る こと な り の 。 


2) M. Seebach, Doelter’s Handbuch d, Min-Chem., IV. 1, 305~313, 1926. 
2) M, Seebach, Delter’s Handb, d, Min-Chem, IV. 1, 329, 1926. 
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また 硫 カ FLY ATOR ATI BIC, Doelter 氏 の 磯 物化 聖書 に 集め られ 
た る 5 例 中 に は 特に Zn の 含量 を 示さ れ た る も の な く , 青山 協 士 の 試験 し た 
MMOL EGE Fo ABELL ES AMMO DM 4, UL BITIRAIE 
の 混入 せる る の と し て 廃 明 せ ら る 。 MAS CHOBE FEY AES 
PEP KES ERC UTR UTZ OMRORAIC BS る や 明か な ら ず , 
HOLHN GORY FiO ADL HR LO 固 溶 呈 の 性 質 , 並 に その 存在 
CS CATAL ABOMS N38 LOS, 目下 その SME CB 
き , BCRBOMBICEO, 重ね て 報告 する 所 ある べし 。 ; 

B{EBICMFSHABORE 

BG ABM & P< HORMEL AE ANE DY KAAICOREG LC Ue KIC AS HUE, AB 
(WRG し て 硫酸 年 鉛 と な り て 水 に 深く べく, REEL TORRE I LO 
Thm TASB IC AE UG SHB aT tls, また 同様 の 結果 と な る べく さく, 若 し 
その 中 に ヵ ゎ ド ミウ ム を 含め ば , これ また 人 硫酸 々 ドミ ウム と 化し て 地下 水中 
ETS Lo 

PE 2 Ic KROOPBACIC 際 し て は , 硫 酸 と 硫酸 織 と に 分 る 前 に 往々 に し 
て 硫化 水素 と 亜硫酸 ダス えと を 生じ 得る こと は S. H. Emmons 氏 の 古く よ 
め 唱 へ べた る 万 に し て , COFB(S Buehler, Gottschalk RIC kOTMEDO 
HEROES SHAE IKIROT ABATED D 62k 90 

FeS,+H,.SO,4+ Og = FeSO4+H2S+S02 

従 つ て 若 し 前 記 の 硫酸 亜希 及び 硫酸 る ドミ ッ ム 水溶 液 の 成 生 が , C OFF 
の 作用 と 同 叶 に 起り , 或 は か ゝ る 水溶 液 な この 種 の 作用 の 行 は れつ ゝ ある 
BSP CHG 0 BF UL, WHA A HES EO REMI EDL, HEA BO 
(oF tO AOURE ASL, し か も Li.5 OVER IG BABE 
物 の 割合 は 溶液 中 に 於 ける る の と 甚だ 異な り , 硫 化 カ ドミ ウム に 富める も 
Die Bz EKO BIBIE & 0 THEBES 9 
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富 験 第 一 硫酸 西 鉛 と 硫酸 か ドミ ゥ ム の 混合 水深 液 中 に Be BOM 
水素 を 混 ず れ ば , 黄 色 の 硫化 カド ミ ゥ ム と , 百 色 の 人 硫化 凸 鉛 と は 同時 に 生 ず 
れ ど も , これ を 濃 紙 に 移し て 多量 の 水 を 加 ぶ ふれ ば は , BAO Melt eH is BEAK 
ょ と な つて 濃 紙 を 通過 し , 次 策 に 硫化 み ド ミウ ム の る み を 残す 。 

RES TREAROMM Five LOMB BLOM 
, 素 を 加 ふ れ ば , BEBO SBR 7% UTED 7 ち に 生 ず れ ども , hit 
化 カ ドミ ウム は 比較 的 束 か に 器 旗 に 沈 濃 し , 硫化 亜鉛 の 一 部 は 長く Be 
Re TS UTHRES 0 

これ ら の 結果 よめ 年 断 す る に , HMR RO 硫酸 々 ドミ ゥ ム の 混合 水深 
液 が 硫化 水素 に 食す る 場合 に は , HE» Pt AUER, 硫化 亜鉛 は 爵 騰 
液 と し て 浴 か し 去ら る ゝ 傾向 題 装 な り 。 そ れ の みな ら ず すず, 一旦 沈 淫 し た る 
硫化 亜鉛 も , 硫酸 亜 負 及 び 硫 酸 々 ドミ ッ ム 混合 液 に 食す れ ば , 硫 化 カ ドミ ッ 
ム に 交代 せら る る こと 区 の 定 験 に て 明か な り 。 

BRS= 令 酸 亜鉛 の 水深 液 と MUCBEORAM t VIR じ て 硫化 亜鉛 の 
ABBY AES. 但し OPTED 残存 する ぁ を 防 ぐ た め , TBH 
BEUECMAKO, か くし て 得 た る Ae UEAEID ko THIEL, A 
色 柔 軟 の 小 塊 を 得 , を 硫酸 ヵ ドミ ゥ ム ぇ 水溶 液 , 或 は 硫酸 々 ドミ ッ ム 及び 硫 
PRE AOU ARS BCP CWE S AUK, 硫化 亜鉛 は 次 第 に 硫化 カド ミッ ム に 
変 代 せら 5 られ, FORM K 0 MAB EICBMES 

Hib この 種 の 方 法 に 於 て は , HR PEI A LHC LORS ko 
て 生 ぜ る 硫化 み カドミウム の 民 要 黄 色 軟 塊 も また 人 硫酸 重 鉛 の 水溶 液 に よ つ て 
その 色 を 減じ , 硫化 亜 氏 に よ つ て 多少 交代 せら る ・ ゝ 観 あ れ ど も , その 程度 は 
疾 か に 前 の 場合 に 劣る こと , ROBBIE LOCH DRY o 

BRSO 人 硫酸 凸 鉛 の 規定 水深 液 5cc_。 ゼ ラチ ッ ン 5gr. 水 40cc. を 以 て 造れ 
る ゼラ チ ン 温 溶液 と , 硫化 曹 建 の 規定 水溶 液 cc, で ラチ > Hee, 7k 40cc, か 


& 
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2 


Te 


研 Fe Be ah ie 13018) 


以 て 造れ る ゼラ チ ン 温 溶液 ん を よく 混和 し て が ガラス ぇ 管内 に 冷却 し , N/20 に 
相 営 する 濃度 の 硫化 亜鉛 を 合 め る ゼラ チ yw, その 上 に 硫酸 み ドミ ッ ゥ 
ム の 規定 溶液 を 注 げ る に , 硫酸 み ド ミッ ゥ ム が この BARB HET BD LAE 
に , 純 自 色 の 硫化 章 鉛 は 硫化 カク ドミ ウム に 交代 せら れ て 著 色 に 終 ず 。 
然るに 同じ 方 法 を 以 て 造れ る 同じ 濃度 の 硫化 かみ ドミ ウム を 人 含め る ゼラ チ 
IBC, 同じ さく 規定 濃度 の 硫酸 亜 液 水溶 液 を 注ぐ と も , 硫化 カド ミッ ウ ム の 色 
CIE ORME RE AABILS o : 
若 し ま た 人 硫酸 上 鉛 及び 人 硫酸 々 ドミ ウム が その 混合 水溶 液 中 よめ 硫化 東 達 
2D & BARGE PC HRA S 20s, 硫化 み ドミ ッ ゥ ム 及 び 硫 化 醒 錯 は BZ OE 
WWE 23S Co LKOMLS | 
RABE 硫化 曹達 含め る ゼラ チン 溶液 を ゲラ ス ぇ 管内 に 注ぎ , そ の 冷却 
BME EOC に 硫酸 亜鉛 及び 硫酸 み 々 ドミ ゥ ム の 混合 水溶 液 を 注 げ ば , そ 
426 DBR AC BRKT SIC GEOT, 硫化 亜鉛 及び 硫化 みか ド ミッ ウム は JE 
BARRA UEIRS te bb, 雨 者 は 多少 明 只 な る 境界 を 以 て それ ぞ ざれ BLO 
ee 7s UCU, Ik» F Ro 2 OR PRES BARRO RED D 溶液 
に 近く , GRE REINO Es C6 VEU IS CO Jit Ze AT BRE Ei BS 
生 ず 。 (A LW ORES E JEIK, BRR & OBES KO Re AL, 
VeWwe OF 3 2 NS, Zt FC RAS ae BRON BIC BEA LL, て これ 
赤 その 厚 さ を 増加 すれ ども , MROMPE HAVE ICR SHDHORNE 
如何 に 係ら ず 常に 一 定 す 。 こ れ 混 合 液 中 に 於 ける 硫酸 々 ドミ ッ ゥ ム が , 硫化 
曹達 に 作用 し て 人 硫化 カド そ ゥ ウム 沈 滋 を 生ずる の みな ら す ず , 同時 に 沈 江 せる 
硫化 亜鉛 に も 作用 し て , 硫化 カド ミッ ゥ ム の 沈 淫 と 化す る を 以 て , こ の 作用 を 
ES CAL HEPA OVE WUE ch HI L 難 き に 反し , 同じ く 混合 液 中 に 存する 
GAREN ONS, 硫化 ドミ ウム に 作用 せ ず , SOVIET Os SHEL, 更 
に 内 部 に 振 散 し , そこ に 始め て 硫化 費 舌 と の 作用 に よ ょ つて , Mitte HO A 
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混合 水溶 液 Cds ZnS B&D SEU 
caso; | 一 >( 遂 電 う 一 > | CaM | 
ZnSO』 | Gi) — | 一 -( 遂 過 ) 一 > | Came 


この 現象 は また 硫化 旨 達 の 代り に 硫化 < マン ケン > また は 硫化 鐵 の 沈 江 を 含 
め る セラ チ ン 朋 内 に も 認め 得る こと 次 の 如 し 。 

BRS HROMBM CMLL ePaEHALIF » MARe BAG 
Ell L, RR OM CER ERIC ti T OBES ee, CCBA % SENG Obit 
PREG RO 硫酸 々 ドミ ゥ ム の 混合 水深 液 を 注 げ ば は, ORIbEK ¢ CR 6OWHR 
の 反 應 に よめ , BURP IS GLO 費 色 硫化 る ドミ ッ ム の BEI. 
生 ず れ ども , 前 者 は 常に 後者 と 分 離し , BOE BYR 6 ILO eis oO, 
後者 は 脇 基 相 の 表面 に 近く 層 や を な すこ と 宣 験 第 六 の 場合 に 一 致す 。 

官 験 第 も モ 硫酸 翼 の 代り に 硫酸 ゃ > eH ed, PLA eOM by yw 

Le SBME 8, 上 記 の 富 典 を 行 へ ば また 同様 の 結果 を 得 。 

これ ら の 沈 湖 物 の 代り 9 に, 天然 の 硫化 <* > ガン RHUL SH る 場合 

PAU CISA RAR IBS bb, HES LS RATTERDE pyrrhotite Mp 
末 は , MUM NL HST OE A CTR FRO AUK 作用 せら れ て MOUS 
LES 9 BSI KROBS IST &, ARH t 硫酸 か ドミ ッ ウム と が eli 
一 溶液 中 に 合 ま る ・ ゝ とも, S206 DCE HEI UC BACHE SS & 硫化 ヵ 
ドミ ウム と を 沈 淫 する 場合 に は , 了 硬 者 それ ぞ れ 所 を 異 に し , 硫 化 み ドミ ウム 
の 反 座 物質 は むし ろ 表 面 に 近く 沈 淫 すべ く , かく の 如く に し て MEO D F 
CU Awe SAS &, その 酸化 産物 中 より は MOREICSES 硫化 ヵ ド 
C7 AU L, A Chit Fe 9 Ati (greenockite) を 形成 する に 至る べく _ 
この 磯 物 が 殆 ん ど 常 に 二 漁 的 成因 を 有する 所 以 ま た ここ に ある ぐし 。 
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1. ftttba FRO Ln eMRbHRH & (LAVA OUR isodimorphism の 開 係 に あ 
0, 前 者 の 少量 は 殆 ん ど 常 に 後者 の 中 に 含有 せら る 。 

2. この 種 の も の が 酸化 し て , 硫酸 卓 鉛 及 び 硫酸 ヵ 々 ドミ ゥ ム の 混合 水落 
Wee HEC, それ が 硫化 鐵 の 酸化 等 に よ つ て 生 ず る 硫化 水素 に 偶 す れ ば , 硫化 
ヵ ゎぁ ド ウム は 容易 に 沈 濃 し , eit ae AS Kt U CHO KR 6H Lo 

3. また この 種 の 混合 溶液 が , 硫化 <* > ガン 或 は 硫化 幼 を 含め る 物質 中 
HAS TUE, 硫化 みみ ドミ ゥ ム は 該 物 質 の 表面 に 近く , 硫化 凍 負 は 一 局内 部 
に , SN SHBIU OVE CD Le 

4. これ ら の 方 法 に よ つ て 微量 の 硫化 かみ ドミ ウム を 含め る 硫化 亜鉛 の 酸 
化物 中 よめ, 純粋 に 近 き 硫化 みる に ドミ ウム を る も 分 離し 得 べ く , 硫 カタ ド ミッ ゥ ム 
の 大 部 分 は か く の 如 くに し て 有形 成せ られ た る も の と 認 む べし 。 

5. 但し この RRMA ODPM OS Ls CPR ET. CRORES 
Lita 0 ( 主 に wurtzite) が 初 成 硫 丁 鉛 礎 ( 主 に zincblende) & 6 —f§2 
く ヵ ドミ ウム を 含む 所 以 な る べし 。( 昭 四 , 五 , ) 


HRA OMRAKBR IC RT 
AML AN ok KH 
Tite OWS II BAS SD WESERER 2 TET 6 IC, FER RIC ER US FA 
DboBD BSH, ZICME C TOR MS 6 殆ど 常に IE ee RCT OG 
DHSS, ZHOLGARA, HRADAKS H— minh t UC HESS 
事 が な く , ICME a ON t UTES OTIC, & OME 7s OBA eG OO 
困難 な る に 基 因 する も の と 思 は れる 。 BHBARMOL Ze SEH Cll A 
je, RA, QUIS, 第 三 紀 上 部 硬質 員 岩 層 「 南 樺太 」 及び 三倉 層 附 近 ) Otte 
1 HAE BBO 純 炊 な る 基 態 と な し た る も の に つき , その 成分 を 研究 
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せる 結果 に 依 れ ば , 其 等 の 含水 量 は 6.02 乃至 6.62% SHELF S. MOM < 
地質 時 代 及 び 場 所 の 異な る 海 線 石 の 含水 量 に 読 いて 略 々 一 致 せ る 結果 得 
た が , この 結果 は = ダリ (NigglbP.) 氏 及 び シュ ナイ ダーCSchneider, H.) iG 
MOT 提唱 せら れ た る , 海 終 石 の BR CHES SEOTHS. Cc 
DARD ORIN CIRRREARD BR SHES LORRY, Biri 


Be ere 

Temp. | Loss of Ignition | Temp, | Loss of Ignition 
in C in % in in % 
2d 0.00 459) 7.18 
50 0.00 500 8.15 
~ 80 0.28 550 9.40 
100 0.78 600 10.60 
120 1.81 630 Tes? 
150 3.64 640 11.52 
160 4.24 650 11.58 
180 5.43 670 11.60 
200 5.91 700 - 11.60 
210 5.98 750 11.65 
230 6.03 800 11.68 
250 6.11 850 11.75 
300 6.20 900 11.78 
350 6.30 950 11.82 
400 6.50 1000 11.85 

420 6.72 Fe Samra If WS tees 


FABLES OMA MO, ORION BA GRD Yet Ty 
ト (Chamosite) の 夫 れ と 比較 を 試み , ALBA D IEC ARTIC BRE 
る 海 終 石 の 水分 の 性 質 に 比較 せん と し た も の で ある 。 

著者 は 海 線 石 の 水分 の Be AG ADS, 温度 に 依る MERRIE ORME 
を 測定 し た 。 こ の 測定 方 法 と し て , —(k PTR EEY AOC BE BRE 
中 に て 熱し つ ゝ 基 重 量 の 減量 を 測定 し , 二 は 資料 を 各 定 温度 に A 


1) Zt. Kryst., LVII, 436, 1922, 2) Jour, Geol., XXXV, 289, 1927. 
3) Ame sA— A 64 TL CHB Fase, 1929). 
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て , ZRF YF —2—IPE CBRE し, HW IMES 4 OW YALL 
た 。 WAC SINRSEIE AILS 50°7/10m で ある 。 W—-OHWAM 
DU, MIRO BE & 2 5 EW OAR UE 験 せ し に 殆ど 同一 な る 結果 - 
を 得 た る を 以 て て , 第 二 の 方 法 は 樺太 産 の も の の み に 適 用 CDE 
OD FEA EERO DMO MRE RO TOAULS SH LF So 第 一 方 法 に 依 
25 O CUBR RISE — FE ( HEAT OB KIO & OAT AN <, 


a ニー 表 
Temp. | Loss of Ignition | Temp. | Loss of Ignition 

in C in % in C in % 
20 0.00 420 6.41 
50 0.00 450 6.88 
70 0.05 800 7.48 
90 0.26 550, 8.42 
100 0.58 600 9,57 
130 2.62 640 10.70 
150 4,12 650 11.18 
170 5.41 660 11.21 
180 5.82 670 11.25 
190 6.02 700 11.89 
200 6.18 750 11.35 
220 6.18 800 * 11,88 
250 6.20 850 11,48 
280 6.23 900 11.50 
300 6.25 950, 11.50 
350 6.28 1000 11.50 
400 Giese Cle oa (eters 


SS Ty ENC tk SH RISB=EROM 6 CHS. LEO BBE RBA & 
Old HEA) ROB MAC, BP AMO ANS 第 一 方 法 に 依る 結 
BC, BHO BUSSE — ATER DER CH 6. ZEO BERT THRO 
一 成分 な る 3% AND B— PBC IS, 加熱 中 に 酸化 せら れ て FS RR t 
な 0 重量 の 塔 加 を 示す 可 き も, この 増加 は 約 3K UTHORE EME 


(ABET DIAL, C DAIL CHB DOKL NS CELOLDCHS. 


UELO ABE IRICR TT, BTEC KS ~AIBZOMR AR OC -He 
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O) に て , 第 二 方 法 に 依る と き は 百度 に て 腹水 し 終る 。 BPE KOM 
度 よ り の , 第 二 方 法 に よる 三 百 度 よ り の 腹水 は 組成 水 を 示し , MAKE TH 
AB EAE, RRC TALAB RICK CHARS FAS, HAE CB 
OM 7%e KLIS AED RZ Vo 

地質 時 代 の 海 線 石 と , BH OAMNYURIC C BERL ORR te 比較 する 
I. (RABHRS ZYCHS), 雨 者 の 化 邊 成分 及び 物理 的 性 質 は 殆ど 同一 て 


第 三 表 
Temp, |Loss of Ignition am ee 
in C in % mn 

25 0.00 Pea Retr? . 

50 2.00 ト 

100 6.18 NU 

200 6.23 2, (0 

300 6.70 eb 

400 8.89 gi 

500 11.59 Ba 
- 600 11.75 a 

700 11.80 Sale 

cat ahi = UVES Pa re Pe ae 
sue ney ae ae a aad on 
1000 11.83 TEMPERATURE IN 

第 = HOD, fi 以上 OBBIK 

ri 


THEE S ANS , JE 腹水 現 
Re dl —-K OPA A 
EER 

© Di OM ARR 
を , 2b VID 65 
れ て 居る シャ モジ ッ ト の そ 
ee 20a 50 Tod 600 aoe AVE MT DIB < A 

し て 居る 事 が 知ら れる 。 


co 


> 


Loss OF WEIGHT IN 
o> 


th っ 


| | | [oe 
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ADS 4 — ex (Orcel, M. J.) は 終 泥 石 司 の 詳細 な る 研究 の 結果 , シ 。 モ ジッ 
ト を Prochlorites ferreuses に 分 類 し て 居 0, ZB ARIEREOM BK 
を 研究 せる 結果 GAO SHR & AI— CRW) に 依 れ ば , 何れ も 四 
2 VU HE 7b DUET Fi + EROS AE ET BS ED NBA IS CGI 
KIT LOT, WARE Lk KCI PRI TS LOCH So BMOK 
Eb BISHAT GRE TS YRS b, fdr} HIRE OOM 
(CORI 6 2, WARE L SBA SIKBR RS ZAOTHS, 
UL OMMER 2 MNES 2c, HRA WERE LABRET t OF 
(第 二 方 法 に 依る と き は 三 百度 と 五 百度 と の 聞 ) に 於 て 其 組 成 水 を 放出 し , 
JEU ASRIE WE BBC RST, HOMME GOS シャ モジ : 
+ MOMORIE BB LSE < RUE SRAWRL RS LOCH. MAM 
fil CHE OBL Y DMARD Chr bts SI the ZF 
る も の で ある 。 

LiFORBI Ut AIS AISA AO FH ORI BOK AS 
elit UTES 。 


WE HR HK 
新津 油田 の 『 ザ ザク 』 の 化 男 成分 
amme 高 橋 純一 
HIE OMB, [x7 JEBEL GD »s HCI ST る 時 は , AO Aye k 
の 押出 し に 依 つ て , 只 に 其 握 進 を 困難 な らし むる の みな ら ず , BOMES 2 BF 
HTH Lb, HE KaReE 6 LUA OT éB A 
PHOILME GSS HBS, BA EOWA SGMNS b, HAMAPVOR 
日 及び 小口 の 油井 よめ 産 せ る 標本 に MS, LADTOMRe RES (第 一 


1) Ball, Soc. Franc. Min,, 50, 75, 1927. 
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表 , GREAT) KOM Uo 

第 一 表 に 開 す る COOK GHO MACS EMT DS & 注意 す 可 き は 
HRD SHE BBC, 2H WANES OMT SCARE IGE REDS 
AAACN BEC RAO BB eR fi SOO) 及び 小口 油井 の 


第 一 表 
OFZ 朝日 ザク | HARA PORK S 
S:02 63.75 66.71 67.90 60.55 
Al,O3 12.31 4 Bs? SB ae ct ae 10.74 
Fe20s 7.29 5.82 311 3.54 
MgO 1,97 2.09 164 3.01 
CaO 0.83 0.79 1,82 6.37 
K20 175 1.60 17) ETT 
NagO 4.27 3.64 3.85 2.14 
TiO. 0.39 RIGA oS ecient ie ees cceere 
L- Ig. 6.45 7.65 6.13 11.29 
Total 99.01 100.13 100.01 100.41 


DR EGIE DORE ST (S AIIR EL) & OBES TUE, Z OU 4 MBH LAAT Lc 
Ri NB ROW AO ¥ J OD Rational analysis を 行 ひ , 其 可 溶 成分 ( 水 , BB, 
ァ ル ヵ リ ) を 検 す れ ば , 第 二 表 に 示す 如く , RAPE 35.25 及び 45.57 


i ee: 2 と な る 。 デ ザク の 油井 
小 ロ ザク 朝日 デ ク | 換 軸 に 障害 を 奥 ふ る 成 
Juble i ls ? a : 
oe (sien HCl Bae ae Sy id, Wiz bse PU 
a in sat. NayCOg 51.69 43.22 7 J eS 
Al203 6.43 5.76 RS | OWSAMEK 1h % 
Fe sO3 3.44 2 163 ee Tl 
CaO 0.48 0.61 SOK UCM See 
MgO 1.48 1.47 含水 量 の 比較 的 少 き 
To.al 64.75 | 54.43 


と , 水 に HPS EE te 2 oe 


ADEE ST ORAS, 最も 注意 す 可 きも の な る 可 し 。 
上 記 分 析 に 行 ひ た る 材料 は 日 本 石油 人 内 太 の 厚意 に 依る 事 を 附 記 し 置く 。 
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wie Be ME 


& BiRROREICET 3 MELE nl ② 
. 3 AAO VER HM 
SAM TEI SOWA 

BHR 1K 2H —-OO) BE SFA 0 US, BEBE EAC FR ts 
ABEABOD WHBMEEO. COMA, 度々 何等 著 る し き hea LO 
郷 化 を 伴 は ず し て も 行 な は れ , WACO 白色 細 粒 石 族 岩 が BRERA 
(RC, PE DEE NC, REALE DE ネル v P2r ADEES LOK BMF ABS 
の 如き この 例 に し て , 2 DOR ME BI HABE A simple contact me- 
tamorphism £#FF<Lo 但し これ ら の BART LHKRAFO PO RS 
の 一 部 は 失 は れ , & IBY 2 OWA DID, BRBOMM AT 5.25hn 
SBMLISFAA ERR « 

CHER CMRE (SAE 2 RIC, 種々 の 物質 の 出入 を 見 , CRB 
HCA LSEWHEROGLS > BHO, ZR AEMBM metasoma- 
tic contact metamorphism pk (st Fl BEARS CE JI] contact metasomatism 
LBL, CHM ROMS 0, (RIC Goldschmidt 氏 ie, 

1) . え ルカ みり の . 加 は る 場合 。 Bt O BEA IK に より て Hii a ds adi- 
nole (28(b L, 花 賠 岩 類 の 接 念 に よめ て FARRAR MA PO IRR BOY RB 
CEL, ANB OBBE ES SOU SiS CORPUS LC, 日 立 礁 山西 か 
Old Sie, HEA MICO SPN ele 2 EO 7rd) BH et U, 角 
POA Soe (CBRE S&B ST CORMOPINR BTS Lo 

(2) BROM SBS. MA PDRIK » 0) REE AEIMRAIE 


1) V. M. Goldschmidt, Econ. Geol, Vol, 17, pp.-105~123, 1922 


RAD ee a 


代 せ られ , Hib BOLE DURGA grossularite と 化す が 如き 場合 に 
は , 石 灰 の 少く と も 一 部 は 他 よ め り 加 は り た め り と 認 む べし 。 

(3) ELOMESBSo HRA W IF BIH anthophyllite を 生じ, 
als HIDE A cordierite に 交代 せら る ゝ が 如き は この 例 に し て , Gold- 
schmidt 氏 は , Eskola 氏 の 記せ る Orijarvi 地 方 , Geijer HORS Falun 
WISE OKMEBI LALO CN GOW A OPAMP (EM L MDT & < HO 
する も の は 我 が 日 立 磯山 に 於 ける LAH LT, SNPS EO BRA 
actinolite RU APJ anthophyllite, S777 cordierite 等 生じ, aa 
BOM S (& ANBMOM VIB WHHL WOT ZHI LK S 形跡 あ 
0, FLOMeRST LMA HES 8, RUT CONDELORT BKM 
岩 中 より 座り 加 は れる か は 未だ 研究 せら る ゝ に 至ら ず 。 

CY) 己 の 加 は る 場 会 。 HIRED SABLE RAR D 集合 と 化し , ま 
Ho (STRRERT hedenbergite 放 職 配 格 右 andradite MNT epidote sepyRsiRiNE 
lievrite 等 の 集合 と 化す 場合 あぁ は この 統 好 の 例 に し て , ABBAS OR , 
DAMES CORDOBA AREAS ODEO 

© DIRS HERE & FEU IREMIR Ste (CATER & LCE oe DTA 
出す , WEB EEO CLIN ESBS OS し 。 

(5) i, HAG, Hh, 水 鉛 , BOM る 場合 。 こ の うぅ BH, B, RAH L 
L Chitse & AE UC EAR ETA CI. ©, BISPRH LABACHYC, 亜鉛 は 硫 
Bi LAAT OD, 酸素 , WUE CASA CALEROMIR? 9 >) HRS L UT ER 
MEHMET, ALR ZOBIREE 0» 

(6) タン ゲス テン の 加 は る 場合 。 重 石 scheelite の 成 生 は この 例 な め 。 

(7) HMB OMIA SBS. 4 及び 5 の 場合 に は また これ ら の 元素 る 
多量 に 加 は る を 一 般 と すれ ども , CNEOBRHCMESBSBAMSHT 

(8) WK, WH, 協 素 等 の 加 は る 場合 。 電 損 石 , FA, F-72514, ダ ト 


an 
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—F4A +, ME, BH, AMSA PERT BILL OBI LT, KPROK 
ih, BAWAICS, MK SUM DD 2 MURR Ae BB 

(9) RROMSLABS, HROLFT SBSIRE OMIT Oc 

G0) BEOMs SBS. AE corundum の 生ずる 場合 の 外 , 右 族 岩 中 に 
PBK evossularite 更 を 生ずる 場合 等 も る また この 好例 な り 。 

(11) SEMRD Mit DME. AVEC SERA wollastoni:e 塊 等 を 生ずる 場 
BIL CORBI UT, RUA, FEA OMG SOBRE PRES SI bs 
TEEPRO MSS 2 LISA BE Oe | 

大 も 先 年 Uglow 氏 は , BIE ICES 2 HIRE Be tO AMMOBAEAL 
kOTRMVE LET た れ ど も , それ に は その 主 成 分 た る CaCO』 OW 
か ら ざ る 部 分 の 消失 を 必要 と し , 諸 然 容 積 の 減少 を 任 ふ べき に , RBIS 
は か く の 如 き 事 牛 を 認め 難く , HOE A HIRE BDA O BEB HAC 
し て 生じ , RIS ORM 5 TRET SBSH HORS, 依然 と し 
て 岩代 放散 物 に よる 物質 の 加入 を 信 ぜ し むる に 足る 。 

且つ 前 記 の 諸 物 質 の 加入 は , WT Ls BIA KOTHS EDIE HTS 
と 同時 に , その 或 る 物質 は 他 の 惑 る 物質 に 件 な び 易 き 傾向 甘 る し く , BA 


FRAC ERMA AE DEH oC EA REREAD WEI FP Zs Us, 硫化 金属 類 


DAS 7 EA REEERA TERN b KERB hedenbergite TRU and- 
radite #£H#e 4G epidote 等 の 成 生 , RUB fala anthophyllite 4277 cor- 
dierite 9 O) 3 A FERIA OME AR SO 3 (SMO DEE 9 6 

加 ふ る に , 2.6 DSWD D BARE TAF HES MBA & ST MRE 
し , 史 の 最も 代表 的 の も の と し て BRA PHA OPCW HER AES 
る 場合 を 多く の 文献 より 線 合 する に , 概ね 次 の 順序 な め © 


1) W. L. Uglow, Econ, Geol. Vol., 8, pp. 195, 215~234, 1913. 
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1. JRE A BB hedenbergite skarn の 成 生 
2. IRERAG HRA BB andradite skarn 及び 酸化 鐵 確 iron oxide ores の 成 生 
3. MAIR epidote J OUI sulphide ores の 成 生 
4. fc {OBZG Sulphide ores 及び 石英 , 方 解 石 等 の 成 生 
> DIRT (SIRSUER A (LIED TEEIRAG wollostonite, Z§RRG diopside 4 
RES HILDO, MCLE, FH, F019 1 SOM MH 
AWE Oy te PESO ED Vo 

然し な が ら , これ ら の 順序 は 必ず しゃも GRARDO Mikhr SIRF O と" 
認 せ べから ず 。 例 へ ば 始め ARE PCEREREU, それ が その 後方 解 石 
と 石英 と の 集合 に 交代 せら れ た 0 め り と し て も , こ は 必 ず し も 始め 球 酸 の 加入 
を 見 , 後に 談 酸 ダ え ぇ の 加 は れる 譜 に は 非 ず し て , 早 に 温度 の 低下 に ょ り め 

(低温 ) CaCOs+SiO。 22 CaSiO。 十 CO。 て 高温 ) 
Wg BMV LM TN 5 結果 と UT BE WHOM ABielic & 場合 に も 起り 
得 べ く , 以上 の 順序 は 或 は BIC ARN birt HKD BRR EO 
本 物 の 成 生 する 順序 を 示す も の な る や も 知る べから 6 ず 。 
友 應 に 要する エネ ルギー の 源泉 

次 に 以上 の 庄 反 應 に 要する エネ ルギー の BRS, MEERA 
LPO LE HE RSSS HA, AA LRARA, HRA RARE 
は , 猫 は 相 営 の 高温 下 に 在 つ て その 周 園 の 4G BAB Lit Ob 信 ぜ ら る ゝ 
場合 に すら , それ ら の 間 に 閉 る しき LAN REORKENS 4S を 常 と する に 
KL, BP EOD LC 岩石 内 部 の 微細 な SBR IBA OL BG 
STEAD, その 温度 も む LAGE OES, HOPMOBREMD IE 
多き に 拘ら ず , — BRE OBR BD SCRE LE る は , BH 
に 比 し て 閣 性 少な く , AA OMAM IEA UT Zt RHE LES 面積 の 大 な 
る 含め な る は 勿論 な れ ど も , か く て も な は その 反 應 の ェ ネ ルギー の 湾 か に 


a am 及 雑 «ok 25(25) 


ELE GY S 21S, 水 そ の 他 の 揮 低 性 成分 が , EO MORMBC 
し て 人造 か に 大 な る 熱 の エネ ルギー を 有する に よる 。 
即ち 水 は 殆 ん ど 綿 て の 温度 に 於 て 比 禁 specific heat KILL weak by # 
ABE O He Pe ld PH 0.25 に 過ぎ ず >, RTL OMFS 更に 小 な り 。 この 
事 は , Bk Ok ORM = 40 ¥— DA] CBRE OM WOK 4 OF, PRTC 
物 の 6 億 に も 達する こと を 示し , BRILL EDVOMPENT SA BHI 
冷却 凝固 する も , 水 を 主 と す る 揮 可 成 分 は その 敷 倍 に 達する 熱 を 春 は る ゝ 
に 非 ず が ん ば 同じ 程度 に 冷却 せ ず , 加 ふ る に , od CE BRR BIC 
HOS? RICUAPUT, その 後 は 熱 を BLS LL ves, PSs, 岩 
ID EICABILO S SIC 冷却 する 場合 に も , MBM KL ORALD 
BE L CBKEAIC RD られ た る BAPICKAT SRUT, 熱 の ェ エネ ャ ギー は 
間断 な く 補 給 せ ら る ゝ こと ゝ ^ な る 。 こ れ 岩 葉 放 融 物 が 化 學 反 應 に 必要 な る 
ェ ネ ルギー を 充分 供給 し 得る 万 以 な が り と は , Ross 氏 の 主張 する 所 な り 。 
18 th ft Hy OD HR ME 
BiG TABLA NH 2 Uk, CEC & © SRB LI TRBERE 


分 の 調 に し て , それ が 果して 岩 此 の 少な く と も 大 部 分 が WHS 7s Slot 


下 衡 を 保つ て 分 鹿 せ る ガス 前 な りや , 或 は 岩 虎 の 主 成分 が 既に 結晶 せる 際 
その 間 に 残 存 せ る 熱 水 溶液 の 逸 出 せる も の な る や を 明か に せ ざ り し が , こ 
は 極め て 複雑 な る 問題 に し て , IR ABBE LUCHA LEO Lb, BOF 
BEIT HUE 容易 に 熱 水溶 液 と 化す べく , STORRS LE UT BEA Lit 0 
tb, BIDS SHACKS, MISEARO MANE E SMHS KOT ABHO 
ORDA HS HE ARB LAG LABS Lo FEC AU O WERE BENE 
あつ て は , BBC CSM AB LEAS SDHE b, 他 の 溶液 中 に あれ ば 液状 に 
BFS , UIC BBC CARE Late SWE b, MOTE ICAU THE 


1) C. S, Ross, Econ, Geol, Vol, 23, p. 871~872, 1928. 
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し 得る が 加 き 場合 は 少 か ら ず 。 
然し な が ら , TAR PIED UR S209 NS SER MRO Bld RG 6 ee 
に し て , Morey 氏 の 如き も , 如何 に 高床 を 加 ふ る と も , 水蒸気 中 に aD Shr 
43S SEER SIOn OMIA EZLPINE LMS 程 徴 少な り と 言 へ り 。 た ゞ 
種々 な る 填 化 物 , TEAC, 碑 酸 壇 類 等 は 比較 的 近 可 し 易 き を 以 て , BL FERS 
も 例 へ ば FeCls, SIF, BOW TRAR ICA LIBS ¢, BEB LAD 
WINING SSI wollastonite, ABM DRA & £4 
CaCO3-+SiF, +2H,0 = CaSi03+CO,+4HF 
2FeCls +3CaCOg = Fe.034-3CaCl, +3CO2 
EO RE IRE TRSARAC ZR LIEN <(, COMBE S HF, CaCl, 
(SFP IIA CHAK 2 ts 0, BEI HEE RMUTE USEC BEER L, ま 
た は 温泉 成分 と し て 残存 する も の と 認め 得 べ きも , Ze USS PRE 
く , 且つ 前 記 の SIF,, FeCl。 等 も , WOM RINK WRU OH, H 
WRI HST te SW BTS Lo 
MURS CER BBE O We B, Bed t OMA MCR & 検 す る に 
その 成 生 の DUNG SFA OM RAIS, VUES 5 BPE O EEL 
ざる 部 分 に も よく EAM UTEP RINLE SD RERL, ULAM ABEL 
LIDAR BIS LUNE 8, MIRAMAR B BUKMR ID > B ABD 
UE RRS LiKE ¢ BEARER CHEW OE & yk SERA ON Fe CBS 
の 少く も 一 部 は , む し ろ 液 駄 を 星 し て 威 る 限ら れ た る 通路 上昇 し , COM 
IAS SOLD OL 観 を 奥 ふ 。! 然 れ ど る この間 題 に 闘 し て は むし 
ろ な は 適 路 な る 論 幸 を 欠く と 笑 す る を 可 と すべ し 。 CRED 
備考 Ata LARC SEM ICES YN Ld, HOME LASER E PIES L, 


1) G, W. Mey, J. Am, Chem, Soc. Vol, 39, 1173 +1229, 1917. 
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$B SOTA A LAOH BOTH B. Ceophysik J wERHE L BT 
PIE PRNIS, ZB MERIC CMSA S LOCH OD, MROBCKMWILEKS 
BRI BEO KR RBTCHS. Wiis A LDA 所 は , HEBRCOTHH SE 
Ot MAT beO@A, W. Vernadsky OMB BT DAKAO—BCH Ao 

HAGUE, 地殻 及び 可能 な SRNL HS SMWBREAB ICIS DAUBUIEH €, 
其 経歴 , 及び 其 時 間 的 容 間 的 分 布 の 研究 を 目的 と する 。 そ の WHWBLOR 
MNS, 之 等 の 研究 を Ie] — ASA OTB AS A Ut) BC ES Oe BRR 
ACBL, 地球 (それ も BEG TTA) % SPU MAG B 物質 を 支配 する 
法則 を 吾 人 に 知ら し むる も の に 止ま る けれ ども , FACRTS BCBRO 
物質 さき へ も 不 規 則 に 分布 せ られ る も の で 無い 事 が 知ら れる に 至り , そこ に 
も 一 定 の 法則 の 存在 を 想像 する 事 が 出来 る 様 に な つた 。 此 法 則 の 性 綿 は 現 
在 猫 不明 で ある が だが, 例 へ ば 水素 星 や へ リッ ウム 星 の 如 き は 特に RUTTER 
な 分 布 を 示 し , 其 原因 & 想像 出来 る の で ある 。 PHOS PRI OR 
PIBDTEES Bo 大小 な る 観念 は , HKARAO 客観 的 な BUC HO ¢ CG 
きず, 宇宙 の 座間 に は 和 様 な 同 別 は 存在 し な い 。 KU DRL 微小 な る 分 
和子, 恐らく 更に 小 な る 原子 的 の 座間 等 に , 同一 の 法則 が 反 杉 され て 居る と 云 
APELBABREGAMSTH4S. 

C. Huygens de Zuylichem (1629~1695)2', 宇宙 に 於 ける 物質 の 同一 性 
及び 生 の 2 YE eam CTD 6, 既に 250 年 の 歳 月 が 流れ た 。 其 後 に 起 つ た 


a 


28(28) an BR hh BR eB 


RN db, CORANBRe BEY LU ACESS, 却 つ て 新しい 背 定 | 


を 由来 せ し む る に 至 つ た 。 MEWHO LAMON—MH, 換言 すれ ば ILT 
の 原子 は エレ クト ロン と プロ トン に 依 つ て 構成 され る と 云 ふ 概念 の 訣 立 で 
ある 。 WiAO PASE BO) CH Sd, MT’ DRA RAKE OF 
ACHES 4. ELK BRR ST tal, BAT HUT —YWED{OB 
存在 する 。 

WIEBICMNISTRORH 地 化 廃 に 於 ける 最初 の 問題 は , 其 研究 の 峰 照 筐 
fii BUBTRO 敷 て ある 。 現在 の 吾 人 の HAWAMRO ME Cit, RICH 
球 の 表皮 を 構成 する 元素 の る を 知る 丈 け に 過ぎ な い が だ , 精 躍 に 知ら れ た る 
FER Bs 87 OAT B(Moseley’s number) (< #Z L, #9 150 の 同位 元素 が 推 
SNES. LHe A LF UVTI OD TPRICHEOT 配列 する と , 猫 5 個 
DELLA 0, LABRATKORELRULTBS, COMK, E-—KU—- 
DUCHESS AKBE OS MOTHY, HWCMBITS95s9Lnkb08 
重い 元素 の 存在 & 可能 性 を 失 は ず , ABOA*AT IVA, コロ = ウム , ROM 
BRR SLSR EE +P OD BR SAR SE USIP tc HEE CA LN る 。 

BAC ML 87 の 元素 と , に 相澤 する 150 の 同位 調 は , 現在 の WL He 
と し て は , BC 探 用 せら れ た る 最低 限 て ある と 云 ふ 可 き て で ある 。 吾 人 の 研 
完 し 得る 範 園 は , PES 16 RBA Zev PPAR MURRIC UR Gt. CBS (Vernadsky 
は , この 厚 さ を 海 面 下 60~100 LHR UTE る )。 WHO LIRR A 
る が だ , 其 化 阜 的 に 地殻 と 闘 係る 有する 部 分 は , 厚 さ 600 絆 に 達する 気 岡 の 下 
is, BD ASAE] troposphere と 呼ば れる 部 分 ( 芋 る 9~18 HE) に 過ぎ な い 。 

地殻 及び 低 筑 岡 に 於 ける 元素 の 分 布 は 甚だ 雑多 て , 例 へ くば 酸素 と ラ ヂ ッ 
AOR Mie BALE UTHER UT 8, HEB 10" OMB ET 40 Th d F 
ヂ ウ ム は 地殻 に 於 けり る 最低 の 含量 示す 元素 で は な い 。 FRA W. F. 
Clarke の 40 年 間 の 研究 に 基づき , 地殻 ( 低 気 圏 を 含む ) に 於 ける 各 元 素 の 分 


I eh i 


講 st 9929) 


布 量 を 表示 し ゃ うぅ (第 一 表 )。 1H LILO ML Hae 2.0~2.22 x 10" (メー 
bv) EBL, 10° 以下 10° に 至る 10 位 毎 の WABI SS BICH 77 
記し , RAWRICBT SAPLERLELOCHS HMM EL LTIt, クラ 
ー ク 及び ッ シ ン トン が 30 年 間 に 行 つた 5508 個 の 岩石 の 分 析 を る 含み, 
W. Phillips (1815 年 ) 以 來 Béche, Blie de Beaumont, Dau! rée 阜 に 依 つ て 條 て 
られ た 評 信 を 校正 する に 足る も の で ある 。 ク ラー ク は 其 様 な 評 信 を 始め て 
系 統 航 に 研究 (1882 4B), J. Vogt (£222 BKC ME LIC, 40 年 間 の 研究 
(SIERRA) Fee 利 ぜ し め る に 不足 な く , 恐 らく クラ ー ク に RU EG 
れ た 此 表 は 筑 際 と 大 差 な いも の と 認め られ や う 。 

第 一 表 を 見 る と , 元素 の 地殻 内 に 於 ける 分 布 は , 其 原子 構造 に 或 種 の 開 係 」 
Dd BRAS UD DD, 此 開 係 は 甚だ MHECH ADZAC UND B 知識 は 極 


第 一 表地 毅 に 於 ける 譜 元 素 量 


mg BY AD you sue % GEM DB IL ED 
1 | 10" | lo%pk | 0049.2), Sic26) 
gy ts Pe ey (7 eel aie Ea Ty AIC7.4), FeC4.2), Ca(3.25), Mg(2.35) 


Na(2.4), K(2.35), H(L.0) 

II | 10°10" |to077—10° | TiC0.5), CC0.4), C1C0.29, SC0.15) 
P(0.1), FC0.1), Mnc0.1) 

IV-} 10 10" (10: 27—1077 |.:N, Ba, B; V; Li, Ni,Sr, Cr, Zr, Br, Cé, Cu, 
V OO OE EE Be Sn, C5; Th, U, Z9, Pb, Mo, Rb, Y. 
VI | 10°=10" |10 2—10 “| Ar, W: Ta, Cs, Bi, Cd, ‘He, Ct. 

vil} 10°—10" [10°*—107°| La, As, Nd, Nb, Sb, Ag, Sz, Sc. 
Patient) 10. NO N= OT Te, Py, Au, Pt. 

Tx p40" 10" “1105-10 EG In, ‘He; Pd, Er, Sa. 

x | 10°MF flO "以下 | 上 記 以 外 の 諸 元 素 


め て 不 完 全て ある 。G. Oddo de Pavie は , +—- 27 U-RO(MBICM F 2 
EH, 即ち も へ リウ ゥ ム 核 を 有 し 其 原 子 量 の 4 で 割り 切れ る も の が だ , 地殻 の 大 部 
(86.5%) を 構成 する 事 を 指摘 し た 。W.Harkins は 更に 此 参 閑 を 精査 し , 同 
BE te BB Ze WUE ICR CHED, 限 石 に 於 て は 95-5976, 限 鐵 に 於 て は 99.2276 
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DS, 折 様 な 元素 で 構成 きれ て 居る WEY Ko WEIS WER & (k BILOK 
BOC, LMI BACB BWHOTHLARS LDEHGIUL ZL 
WRLOT t+ 2 l—-OKBLAWCH OB, Hb 地殻 に 於 ける と 同様 な 偶 
WOR LB, 即 も 其 中 核 が 一 峰 の 帯電 を 有する 原子 より 成る 元素 が , ICE MAY 
を な す 事 は , 注意 す 可 き 現 象 で あら 56 

WERE ZEN a CHEM ACHORS & , 炊 の 様 な 重要 な 問題 に 肪 れる 可能 性 が ある 。 
即ち 其 組 成 か ら 見 て 地球 全 骨 の それ と は 全く 相 営 し な い ASHE, 即ち 
HOA DAC LAY AML MeL, 決し て 地質 謀 的 の 偶然 的 な 結果 で は な くし て , ICD 
子 構 造 の 一 機能 と 見 余す 可 き で ある 。 換言 すれ ば , WAL OUTBE Ae 
SWGUS, ZA MW PERRY CA LATER VIB) に 委 ぬ 可 き で 
は な く , OME MRR REA SC, も し オッ ドー 及び ハー キン 等 の 
研究 が 偶然 の 結果 で な いと する な ら は ば , 原子 構造 の 影響 は 必ず や 地殻 構成 
の 諸 元素 の 性 質 に 表現 せら る ゝ 可 き で あら 5 。 

果して 然 り と すれ ば , 地殻 の 諸 元 素 の 自然 的 分 類 に も, WR CORE 
が 表 は る 可 き で ある が , WLAMAO Rb MF WS AWA, ADD 
元素 の 分 類 を 試み る に 際 し て , 最も 必要 な PRES LTD (RAY HER Ae BRO 
し て , AMR OMROAC MRS 5, 純然 た る 冥 験 的 な 系 統 を 定 む 可 き 
事 で ある , BACTCHO 地 化 由 的 自然 分 類 に 於 て は , > シン デレ ェ フ の TAWA 
に も 捧 る 事 な く , MILB aM BS 相 箇 し な いも の で ある 。 即ち HD 
類 の 基礎 を な す も Old, 地殻 の 化 如 元素 の 最も 一 般 的 な 現象 で , 22KO= 
項 に 分 つ 事 が 出来 る 。 

(1) ERORHKOWBMN IAG BC BYEIN, 叉 は 放射 態 作用 の 有無 。 

(2) EMO AD MY KAD UE KIM eS DOME, 

(3) 任意 の 元素 が 地殻 内 で 化合 物 , 又は 多 原 子 の 元素 を 成す ゃ や 秋 や 。 

凡 て の 自然 分 類 法 に 見 る 如く , 分 た れ た 各 辞 間 の 限界 が 精密 に は 制 然し 


IV apse | Lig Sco Gast Bros Rbs7 Vso Ing | 9 |10.34 | 9,78 
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= 


ULAR ES. 例 へ ば 同一 元素 に し て , 上 の DALLES 80 
LHS BCH 6 ID, MLM CLI RORY LS HPUCHEO, Lid 
HELM BIREES TERT S, 99 =9 LOMSRKNEDRKO 
Bl 2 FEO TRAE, HCA ICS UTS A HERE A し , FIR FCA UT 


ATTY he ACB eA UTE So MRE MSCS = 9 a 1kIE 


Be 6 FLW ROHBE EFA 2% ENR & UC Z% Kae REOMAI IAA. 一 般 
に は 自然 分 類 に 謀 す る 困難 は 其 様 に 左 迄 大 で な い 事 が 知ら れる で あら Io 


2% — 32 Mendelejew-Vernadsky 


: |e Tal A = 
wit Bae Fu BUF lk EK vv - BY) FUMBLE 842 L922 Uc 
CO% |\D% 
I 84a Heg Neio Arig Krag Xe5q 5 5.75 5.44 
II 中 性 元素 類 Rugg Rhys Pdyg Os76 lrz7 Ptzg 6 6.90 6.52 


UI 和 宿 環 元素 類 Hy Bex? Bs Ce Nz Og Fo 42 48.25 | 45.65 
Nay Mgye Alig Sing Pis Sig Cliz 
K 49 Cago Tigg Voz Crog Moos Fese 
| Cogz Nigg Cutgg Znso Ges? Aszg 
Sega Srzg Mogg Aggy Cdyg Snso 
Sbs1 Tese Basg W74 Auzg? Hggo 
Ts Pbgz Bigs 


53 C355 
V 強 放 射 能 元素 類 | Psi Ntso Rags Acsg Thoy Payt Use 7 8.04 7.60 
VI TKR Lap7 Cess Pr5g Ndgo Smeg Eugs 14 16.09 | 15.22 
Gdg4 The; Dyes Hog7 Ergs Teg 


Yb Lu 


FAK HK SEO, 自然 界 の HS HES a ORES TATE Ae RC BIE 
する も の に 過ぎ な い 。 

圭 人 の 現在 の 知識 に 於 て , 其 地 帝 に 於 ける 性 短 経 歴 の 末 詳 な る が た め に , 
之 を 分 類 し 難 き 元素 は , 其 歌 に 於 て 4 個 に 上 る (Nb, Ta, Ct Zr), CHE 
BE CSREES Ob 新 研究 の 出現 を 修 つ 方 が よ か ら 5。 外 に 人 金 , ゲル 
マニ ウム , 及 び グ ダル シ ニ = ウゥ ウム の 3 元素 は 其 分 類 上 の 位置 が 帳 問 ご ある 。 選 
等 を 除く 80 の 元素 は 化 授 的 に 和 制 然 し て 分 類 上 何等 の 候 定 を 要する 事 な く , 
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第 議 な 見 解 に 基 い て , 10S 5 7 WY IP HAS tld, 第 二 表 の 6 類 に 
分 た れる 。 

HERO BF 75H OC, RTO (AF KIA FD CROSS Ald MFC 
ある 。 以 上 の 内 ULIV OD 3AM CIS, AKO Oban SC RAY IC A 
係 を 表示 する 事 が 出来 る 。 KIS TROIV (SRILA ROM Be AS 
る 元素 の 何れ か 一 方 丈 け で 構成 され て 居る 。 第 三 類 に 至 つ て は , RACH - 
C PRU F OIG ROA th. De RTILBOTE S(BHL®)0 

以上 を 除い た 三 NS 邊 ふさ の 


eM A | 元素 量 百 分 比 | yy on 
FT BRNO eee aoe | WB 一 100 
人 Be | a Be) | Re) ELT O% 
He. は AY = : 
BAO Flats AT I 100 0 100 0 1x1078 
i % iRWY TIES MII | 54.76 | 45.24 | 854 | 146 | >76.6 
a, mcrae @ coe | IY 0 | 100 ORT | 100ic4, os ee 


DIMES OMS OIA S22 SUBIC PER 8 tric 2 9 — 2 ORI (KO THE 
SUT}, HARBOUR FAIS HS る 元素 が 比較 的 に 多量 に 分 布 し て 居る 事 
DT REAR A CBW), 


白 様 に , 以上 の 6 第 表 
元素 敷 百 分 上 比 | 元素 量 百 分 此 Wwee—= 100 


FAD, BAF 

: a Bt) af 敷 | 偶 Re) By | と し て の % 
(SRT BE Hl 11 | 66.66 | 33.33 | 約 98.2 18 1x 1078 
tm 9 STKROAX 0 whet 28.6 | >99.9 | <0. | >1x1072 
LC BD, fl VI | 50.0 50.0 | 4999.0 | <0.1 | >1x19-2 


DORE RAK SAT BRL BU AIG FT STM CHAMD HD 6 THES, 

REAM (Gaz nobles) この 和 類 に 属す る 元素 は (1 WOM BME MIC 
あ づ か る 事 な く ,(m) 他 の 原子 と る も 結合 し な いも の で ある 。 BM SLANE 
不 活 性 な 中 性 元素 で , 過去 の 地質 時 代 を 通じ , 恐らく は 地球 の 宇宙 時 代 を も 


ht Pre aS 
SNe by 
yn 


eee 


aie 3560) = = 


UT, Bb BMee BO SH (HE LIOK BOTH G5. MUIR, 
ZED HMDS Lb BALERO MWC BABI BE LCE O BE ee AR 
BRS FOC ABI BS S— LM, ~) 9 AOMS KBP 
く 分 布 し , 其 重要 な る 役目 を 演ずる も の と 思 は れる 。 こ の 琴 紫 は 我 地 殻 内 に 
RU BBE O KRORTLO WE WMO) APTA U, FEO THEW 
PICU SHE BATEMES S. PREBOML CIRO, 此 CBB 
SEAORMOMEL 5 tr dBi CTHABAWATH S. AAI 
DAD DMO 原子 LHR URW ER SES, GABA HAS 如く に は 
BH EOCSREU Dd at O REV. 最近 J.J. Thomson (f, Xe 及び Kr。 
OM 3 BMOWK EG SAT 2, 其 量 に 於 て は PEED G BARI TE HE 
する 事 を 示し た 。 然し MR HARORTIE &, HOI & 他 種 の 元素 類 と 
の 聞 に 存する 重大 な る 差違 を 破 乗 する 程度 に は 至ら な い 事 は 明か で ある 。 
中 性 元素 閑 (lilements neutres) 此 類 に 局 す る 元素 は , メン デレ ェ ラ の 辿 
期 牽 に 於 ける 第 八 類 の 最後 の 二 殖 (白金 及び ル テ ニ = ウゥ ウム 属 ) に 相 党 し , A 
室 で は 容 定 な 化合 物 を 造り 得 ら れる 元素 類 で ある 。 MME HL IIe D 
性 欺 で ある が 病 も 等 の 元素 の 化合 物 は 地殻 で は 生成 せら れる 事 が な く , 
ZAERO EE LL ROT: MNBAOUMOF CARS NT, 永年 の 
AWE MME EOF UCT ALHOKEOTHS. MLBREL WL 
も 完全 な も の で は な く , LROTIAAS 8 BD CHAR TH CHE DLO, ac 
き 地 換 時 代 を 通し て 微量 な が ら % 地 帝 の 一 部 に 拉 が る に 至 つ た も の と 思 は 
れる 。 それ 等 に 開 す る 研究 は 碁 だ 不 充分 て ある が , WROKMT v7 FY 
ム の 酸化 物 が 生成 され る 事 も , 又は 此 元 素 の DRO HABIT パラ デ 
ッ ム 及び 自 金 の 磯 物 の 出来 る 事 も 知ら れ て 居る (Vernadsky), 然し 其 様 な 
FaBBAY Ze (CBE NS, 此 分 類 の 一 般 性 に 詩 し て は 其 六 響 する 所 が 少な く , 概 
し て 此 類 の 元素 は 地殻 中 で は 化 骨 反 應 を 示さ な いか 叉 は 之 を 示 し て も 懲 民 
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で , HEROMA WEA CERECH Bo 

mace (Llements cycliques) 2 ORICBS ST RMISIOMICKT 
多い 計り で な く , 基 量 に 於 て も 殆 ん ど 地殻 の 全部 を 形成 する と も BAS 
BCH bo 其 特 徴 は 可逆 性 化 患 反 應 の BLOC, 其 地 化 提 的 経歴 は TE 
即 も 循環 的 に 完成 され る も の で ある 。 各 元 素 は 夫々 特殊 な 化合 物 を 生じ , 
BAS Like LBL 新 化合 物 に 獄 ず る 。 MS LT SOR HOHE 
7 BMG 繰 返 し た る 後に は 再び 最初 の WRC OER L, 更に 新 期 の 輪廻 に 
入る も の で ある 。 MBO MBN WT SLE 18 WED HPC BEB] O Pringle 
の 研究 が あめ (177342), 炊 の 世紀 に は 本 B. Dumas, J. Boussingault, Jf ih 
J. Liebig, C. Mohr 等 の 業 忠 が ある 。 無水 淡 酸 と 酸素 に 謀 す る 動植物 界 の 
下 衡 の 如き は , WEES MORITA 5. MERIC COROT AED Ie 
開 係 す る 事 が 著しい か ら , 時 に 有機 原 の 元 素 類 と る も 笑 せら れる 。 CO, H, 
N, P, S, Cl の 如き 元素 は 云 ふ 迄 も な く , Fe, Cu, Zn, V, Mn BO4 7B, JE th 
ORCKO MCN MS, 直接 間接 に 生物 に 至 大 な 開 係 を 示し て 居る 。 石 
WIA, 所 調 風 化 磯 物 の 成因 等 も , BED WL BY MBH) — ANE BT 
る か , 又は 之 と 密接 な る 開 係 を 有する も の で て ある 。 

此 類 に 局 す る 元素 は 要する に 完全 な 可逆 的 輪 加 を 光 む も の で , AT, AMA 
化合 物 の 基 態 で 産出 する も の で ある 。 ML MEG 元素 の 内 に &, 基 原 子 が 
多少 異 つ た 経 厄 を 示す も の が あつ て , HFM EUS, HOT 
と し て 存在 する る の が ある 。 同様 な TRS ONS, 永久 に RBSHNS 
元素 の 輸 如 渦 化 の 途中 か ら も 生ずる か も 計り 難く , 吾 人 の 云 ふ 可逆 性 る 六 
圭 完 全 に は 行 は れ な いか も 知れ な い 。 然し 今後 の 研究 に 依 つ て , 吾 人 の 見 
解 が 多少 の 匂 更 を $ 來 す ! 様 な 事 が あつ て &, 地殻 構成 物質 の 大 部 が (LAH k 
り 成 り , WESTIE ME 2 LACIE E TB RAED, 其 根本 か ら 動 搭 する と 
BABE Y BU. CUE RED 
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306, BRERACHT Borth, T. 
FH E CHM SHES LOKIAR 
KAA SVE CHAM RA Lo 著者 は 
=D ALR Seiland 島 に ある Feldspat 
pegmatit 中 に , HA} antiperthit gx, 747, 
ERR te SARA OD grundmasse 中 に 正 長 
#i@m perthitischen Durchwachsung を な 
し て 産 す る の を 見 出せ り 。 し か し その 草 
RAGA OLCoOL RUA. BAR et 
LCOKBEE MT BMV, TOE 
成分 ょ り 算 出せ る 分 子 比 は Or 一 26.29, 
Ab=58.70, An==2.98, Ba-Fels=0.97, 
Sr-fels 一 0.22 な り 6 IOKEMEAR OM し 。 
ABBA THEA 
AbggAng AbggAny 
OOD Lows 0 3.52 
Ol) kD ist 18° 182 
2Vr 88° 78° 
光 軸 角 の 分 散 , Indikatrix の 形 及 位 置 に 
DWT EA UT HLA HE A Barbierite ) 
WETEEMS. X MANA の 結果 , 単 
SA aR = BO Oh 
WE VU RUS 3 eH Y OFF Hd Mallard 
OM im & AOC BERT AMR © eh 
WOME EV ie 3 ARF OT ERE 
at@it Sic, Indikatrix の 三 軸 は BAR t 
&( -BKL, E% Ay は 859~869 な る 
HE HY, 88° と ょ よく 一 致す 。 WS BA 


BRA CSMPRA t OB RIERA L 
NEA & OBIRICA ( HEL, CZ, f X. 
69, 476~481,'1929) CHL) 
307, Carborundum 結晶 表面 上 の 螺 
旋 状 絞 様 に つい て Menzies, A. W。 C., 
Sloat, C. A. 

著者 は 題 微 鏡 下 に carborundum の 結 品 
を 見 た る に , (PRA SR  & BL, 時 に は 線 
色 光 澤 を 時 する も ゃ の を 認め た り 。 純 car- 
borundum は 殆 ん ど 無 色 な れ ど も, 商品 の 
carborundum は deep colour を 時 し , 4 
の free carbon 存在 し て 格子 を distort す 
5D LHS So 然るに 著者 の 見 た る 
曲線 30~40p. の 間隔 に て striation を 生 
じ , 大 体 等 距離 な り 。 Fh IC 示さ れ た る 
も の は 完全 な る 螺旋 状 を 呈す る も の に て 
愉 も 指紋 等 に 見 る が 如き 紋様 を 時 せり 。 
と の 理論 は 不明 な れ ど る ゃ , BET BR It 
DDK CHA ET SHV, 一 つの 
GER AE LTH LR OM. その 
WE GENK AS ASG Lk LST ESS IC BART 
る と と は その Azimuth gs 60° な る 曲線 
OMDB CSHKEBRSTEREVT 
も 知ら る べし 。 CNature, 123,348,1929) 
Cia he) 
309, BBO ww (cRET Curjel, W. RK. C. 
K25S04 及 KoBel4 te 3 WO Midas 
JEIC BG RIC MBLC, BAH © 外形 を 
AF o % OAs 

K2804, a:b:c=0.7418: 1: 0.5727 
K 2BeF 4, a:b:c=0.7895 :1 : 0.5708 
CUC, £OtEH EO FAME VY Sic Iso- 
morphous な 開 係 に あり と 考 へ らち る 。 著 者 
LO OBEY CT KoBe Fgh Alg(SO4)3 


3636) 2 


Gk 


L DIK & Smie Adc IC Bie L 
K oBe Fz, A'o(SO4)3, 24H 20 の 結 品 を 
得 た り 。 COMMS DO /AMAKIC 
BIBL, -- 種 の 明 級 な る と と 明 に し て , 2 
oD WE RIC KET Ky Be Fs, の 代り 
に KoZnCle BAA S db BOWE Hy 
Vo RboBe Fy MZEin Biwi t Re 
有する Hitec, EX AHA 
bhe ve lL WBAARS te DCA, a (100) 
WIC ¢, q COLIC CH bir, 多く 
eq COllL) We 欠き OCILL) 面 に より て 
RB DUS — (Nature, 126, 206, 1929) 
(高根 
309, 無水 明 聞 RR て SO4) う ぅ の 結晶 簡 造 
に 就 い て Vegard, L, Maurstad, alf, 
WED ¥5 iE IK BET IL BIC Vegard 
BRO RBS E BL, Rim cla それ 等 
2B SPR ou CHHREV, 即ち 
BAIL TNE OIRO & HEV DX HA 
Mie LUC EDARO 結 品 , 2H 
lt As pH DS te ZETA RE IC IL, ies 
WORF LAERT SCLEMNV, TOR 
方 格子 の 大 き さ は 次 の 如 し 。 
a c c/a 
KaAlSO4)2, 4.706& 7.960A 1.69 
Na4AlCSO4)2,4.724A 8.225A 1.740 
NH4Fe(SO4)2,4.6254 8.310A 1.723 
K4Cr(SO4)2, 4.7874 8.030A 1.696 
SRF OBE AROMLS 
K, C000}, Al, (00.5). 2S, es 2 uy), 


ii 
20,0 = Ui J; 


wn). 60, (xyz), Cyーx xz), 


ly x—y 2), Cy x 2}, (* y—x 2), 
(x—y y Zz). x==0.828;~ y=0.344, 

z=).317, uz=0.222, uy=0.016, 

Bie AM ALIC CREE x/H1.55A, 
y'=1.62A, 7/=2.52A, U1 =1.77A, Wn= 
118A te) 9 PK CICA HRT 
S44 Y OPERUS A A&A YAO HIREIC 
つい て る も 詳 論 せり 9。(Z.f.X.69, 519-~531, 
1929) (高根 〕 
310, ARABIC RSS BRO RH 
QEHK ARH 353 SIR 


| 311, Bie PORMERMORMEIRET AIM 


347 Aik 
312, F-N Hs 及 大 色 玄武 岩 中 の 
輝石 及 黒 雲母 の 化 召 成分 Brauns, R 
著者 は Laacher See FE™ (7 | ~r HL 
TAY OhizG eS RE RR Bausenberg jE 
AAR Ai 7 BR fh BCP OBE 
並び に Leilenkopf o@A—HHA PIR 
i OBER ODE © tt he Hole 
Yo HE OMA ORAL AIC kK CRAWL, 
41 SERS FEC HUE te UV, MA BEBEIC HS 
CULM BIEK FAY の 量 多 き を 特徴 と 
す 。 叉 ラー へ を ん 粗 面 岩 中 の 交 石 及 黒雲 坪 
OA SH MAKI CHR SNS 
も ゃ も の に し て , MiB MAe 3c 非 ず 
LT, 2k B Cd 灰色 素 武 岩 虎 に 依り て 形 
成せ ちら れ た る も の な らん CN, J. Min, 
Geol,, B, B. 57, Abt, A. 181~188, 1928) 
CHAD 
313, Pyrophyllite (<x#kT  7548.343 
2g 
314, SIS ROBIE Smith, C. S. 
合金 Au-Cu o 7B fg] SR IC ME Cit BSE 


tte Bt A grit a pe, ghia dg Se itr: 


ib 
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Kurnakow Zhemcrhushny, Zazedateley 
三 氏 の 詳細 な る 研究 あり , と の SSO 
相 線 と 液 相 跡 と は 一 の 極小 跡 を 介し て 完 
BIEL, し か FICK Ti 二 っ の 
化合 物 Ca\u 及び Cus Au の 成 生 た に た ょ つ 
CU fMOBBREET Le bre Vo ま 
eC DESEO Hh HEE IC BET IL Bain, 
Kirchner, Lange, Johansen-Linder 和 侍 の 
研究 あり , 最後 の 二 氏 は BAM CuAu 及 
び 化 合 物 Cas Au は 甘 に 面 心 立方 格子 に 
KS SeMEV, FAL COMBKOM 
WK LAE FH LIRBEL © BARE 測り , Eo 
Hit A DAR 0, 27,29, 49.97, 64.43, 75.92, 
81.81, 89.94, 100.0 Kc BH LtC tH eH 
3.603, 3.665, 3.781, 3.808, 3.879, 3.914, 
3.976, 4.064 な る を 確か め 得 た る る も,CuAu 
Mik Cug Au な る 化合物 を 純粋 に 得る 
と と 能 は ず , むしろ Cus Au な る 化合 物 を 
GEL ULAZERAY CuAue « [Re 
体 の 混合 物 な る べし と ょ 推定 せり 。 (Min, 
Met, 9, 458, 1928) (pele 33) 
315, ARERIAS—-WERREE 
IA Eo 
RTASD | UL MYO KIC Tc, WA 


Be BTS, FILL LC その HK 


De AA LC WSEE TES SOCOM, 
Ps By lem KA LERYO, HA bo > 
NagCOg. HNaCOg. 2H20 と 認め らち られ 
LA, 分 析 の 結果 Themonatrite NagCOg 
鞭 5O0 な る と と 明か と な れ リ 。 と の 物質 は 
地下 30cm 以内 の 泥 中 に 結 品 せる Natron 
NagCOs. 10H20 の 分 解 物 に し て , 後者 
は 更に 地下 30~230cm. の 泥 土 中 に 存する 
Gay-Lussite NagCOg. CaCOs. 5H200 


PRA te VY UE BS oCRABMZE 70, 
1~59,1928) C 渡 濾 〕 

316, . MRA タブ スノー ル 産 ゲ ー ル サイ 
ト SrA RK. 

前 項 所 載 の Gey-Lussite % FF Slt 
wwmKL 同行 の MARRBLKLT, K 
Pet IE BA BIER te L, TAS 
«=1.444, 81.516, y=1.523, 光 軸 角 2E 
==51°932/, 2V=33°20' 4 OAH OFE HR 
の 如 し 。 

SiOz 0.08, Al203 0.00, Fe202 0.03, 

CaO 19.02, MgO 0,01, MnO 0.009, 

Nas20 20.40 K20 0.00, CO2 30.02, 

H20 30.47, Cl 0.00, SO3 0.00, 

HET IC RAR 0.16 合計 100.199 

CRABBEZE, 70, 1~59,1928) (pee ws J 
317, 結晶 幅 敷 の 決定 法 Parsons A. L. 

ei A EE IC BAS S BML Kv 7 A 
Vil saRrtilnrKrvsiy FORRICE 
Y 1906 FICBRE SHE Vo MHA H 
PULO HK & 
り て 得 を る (HEM bIK AS cH LFS 
も ゃ も の に 書き 改め た り 。 WS 

a: sin (Cv--Po). tan po—cot a, 


6: sin do. tan po=cot p. 


two circle measurment に た にょ 


cot pg. cot )== sin 0 
y:4 cot pg. cot p==sin K 
0+K=y 


{Ceincy— g).tanp 21)—(sin (v—¢)tane 
fe "CCing tan p 101 )=(-ing tanp stnA 


b: b==1 


C: =Csin (y—¢)tanp OT~Csin(y— 4) Ooty 


—(iin(v~ ge Jsina 


次 に 著者 は ダグ ノミ モ 式 投影 法 を 用 ゐ 基 の 


Ge 抄 


fe] batSeic & CES Re Ee 
KR SHEL RK VY, KOMP LT 
硫酸 銅 の 結晶 を 取り C100),C0109,C001, 
C101), ILL) Bone Wd Tt a:b:c,, 
BY, ERDKSL ORB MNT. HOKE 
OB & F BB two circle measurement 
に ょ り て 得 を る 値 を 直ちに 使用 し 得る 便 
と HERR IERE te 3 値 を 出し 得る た に あ 
yo (Am, Min. 14, 154~159, 1929) 

CAND 


BABRUAUS 
318, AKRMBORIS RIES HER IRT 
Hager, D. S. 

ARC LK BaP Be te 3 RA 
の 色 に 影響 する 諸 要 素 を 席 く 論 ぜ り 。 水 
成 岩 を 着色 する 物質 と し て は 主 に 鐵 及 び 
REWER, と れ ら の 物質 が MOR 
RRICHEO, 個々 別々 の 色 を 時 する BSE 
AMICI L, 人 それ 以外 に KU HE 
成す る 確 物 の 如何 に ょ る 岩石 の 色 の 匂 化 
KdmRtY, BMLeE HM CDS, 4H 
づ 最 初 に (1) 着色 物 の 根源 及び その 機械 
HMR IC (BAPE & hs. 特に 多く OBB 
者 の 研究 せ し 多 敷 の 資料 を 用 ひ , % OF 
© te Bt RO LEED ht & ia LL 
CAR SK BUG O 4 & RD Vo RIK 
2) KRAZE © FIC RIES RRO HR 
を 論じ , LOR Re Barrell Ko ARI 
従 ひ 4 型 に 分 ち , 各 無 候 に 特有 な る 堆積 
物 の 色 を RH L, SRB MIC Be 
する Red beds の 場合 に 及 べ り 。 最後 に 
(3) 海 成 堆積 物 の 色 及 び 岩 石化 作用 の 部 
BT, KEM OBB HERS 3 YER 


Se 


OBER L, 更に BWA hntaic x 
2 DOMME & Ae UCB. A. A. Petrl. 
Geol., 12, 901~938,1928) CARAS) 

319, 堆積 物 の 呈す る 赤色 の 意義 
Raymond, P. E. 

Ke OBER BAEL UCSROR 
LAD, H 創 麻 作用 の BBs b SA 
Mee CL HHH CHER T 9 LIK RUE 
Me ZOOM LYSOL’ SHWoL 
% BZ Rh Re USE EA D RIC Fr Ik B ABE 
WHE ICA Clad, 堆積 物 は 一 般 に 赤色 
を 量 せ ず 。 赤 色 層 は 叉 物質 の 流入 甚 し く , 
選 元 作用 を 管 む 有 機 物 ょ りゃ 一 層 多 量 の 
第 二 鐵 の 存する 場合 に は , 海中 に HET R 
形成 そら る る と と あり 。 叉 陸地 ょ り の 岩 
居 の 搬入 急速 な る 場合 に は , TREO 微粒 
は 海水 中 に 多量 た 存在 し , か 《 し て 海岸 
XY SER OPRAH IC CIB bd Sik 
DYER AIR BIC Hk & & Bt Lis, FegO3 
が 徐々 に 海中 へ 運ば る る 時 に は その 大 部 
分 は 選 元 せら れ て VeCOg 及び FeSg と 
な り , そ の 後 こ れ ら ち 雨 者 は 酸化 し じ て RE 
DEE LIL So MICEMYAORT 3 i 
Ali % OERBREOMM te S60 L ems 
LOKLT HUCCHS HRM BB 
mete Y Lb K UMBsNreseV 
C, aa B la 一般に WERK O 運動 を 指 
示す する る の な り 。(Am. J. Sci., 13, 234~ 
251,1927) CHAR 
320, 地表 水 に よる BROMO 溶解 軍 
ARO AIK 332, 参照 
321, Laacher See HHAOEHEREO 
化 量 成分 Brauns, R. 

FIA | HOR EAE, 


a ee a 


ca 


ARAICE, ARABAEeS, Ae 
BARGER, BHA RESO 18 種 
の 化 界 分 析 と , オ サ ン の 式 と を 示し , HO 


HE OH DTA ROH OHS LD 


ROCF HS, SO 地質 時 代 は BLOW | 


THELIAL 重要 eV LL, SHEAR 
Bic SBEMAKV, HEOLBRTe 
ROK: FF YORS (HA, MERERR 
BRO ICES 9 WED BYE DEB RF It 
—fRIC ERO EY Y= PBR SBE 


示し , HOfi* > SKA BRA | 


LADS 3 Gath OF (ERK ECR ~ 
きも ゃ も の な り 。 オ サン の SOPs BeF 


武 燈 岩 は 石英 の 包 褒 物 に 導 か に 富む 。 ff | 
| 離 温度 の 高低 と 相 員 す 。 終 長石 の 頻 敷 曲 


ほな 玄武 妖 岩 の 相互 の 時 代 と 化 書 成分 と の 
BRAWL 得 ず と な し , 最 后 に web 
DW eo Niggli の 分 子 値 は H. Jung が 


ae y と 著者 は 結び た y ° CN. 7; Min, | 
Geol., B. B. 56, Abt A. 468~498,1928.) | 


CUP J 
322, ラー ヘル ゼー 粗 面 岩 及 友 色 玄 武 岩 
中 の BER O SEBO 1LeKD ANH 
51Z2 人参 昭 
323, 南部 諾 威 の 花山 質 ペ ベ グ マタ イト の 
HADEN BBA «Barth, Tom. 
ペグ マタ イト 岩 脈 な, 概ね 前 寒 武 利 事 
REVAC HAKCL RK ALLTS 
Labradorfels © H( KHbV, Hwohsa 
Te 3 1th LO 開 係 は Wirt b F, Ho 
て 常に 古 期 基 性 岩 と 密接 た 結合 し 居る は 
注目 に 値 す 。 
綿 堆 な る 親 察 及 詳細 な る 記載 は Krist- 
iausund の 東方 , Setesdal の Iveland 及び 
Farsund © pi fj o #4 Wi RLabradorfels 


a > 39(39) 


WU HIST B BEMIS EC, MIC rE 
KP EBKHES BND ~ BA bP RICRET MK 
され , 丈 に Perthit, Plagioklas に 詳し 。 
Eze spCiveland を 除け る の Perthit 
OB MRL k KUL, 皆 同 一 の 物理 , 
AEB PETE DF IC RAR bik SoHE HE 
Wist Liro lk Perthit の Entmischung 


が 完全 な りき と 仮定 し て の 考察 な れ 共 , © 


Entmischung の 不 完全 な り し 事 は ペグ ダマ 
タイ ト の norm 及 mode の 比較 ょ り , Beis 
ミク ロク リン の 消 光 角 ょ り 明 な うり 。 
ミク ロク リン 肉 の Perthitlamella な は な 酸 
MIC LC, HERE UCHRE GL, LR 
Wi & OILS ORS Vo Rael HF 


線 る 各地 共に ょ く 類 似せ り 。 上 且つ 共通 に 


| Oligoklas (Ang) に 逐 し き は 不可 思 議 に 


し て , 基 の 量 は 各地 と も ゃ に 異な り , 即ち 
lveland マゲ マタ イト に は 50% の 終 長 石 を 
含む に 反し , 他 地 方 に て は 1% に 過ぎ ざる 
HOV o 

WBA ONT ~ 24 b ATIC 
ZLG Hk, Hid 同様 の Miz AK & 
Ato GF Gadolinit 4tpA~7~ 24+ 
AML ERD DMM BRAS 者 は 
Iveland makKRbn, 27Y7A, モナ 
AR, VM AR, REA & BO AIS BE TE 
fizte 0 (CN. J. Min. Geol., 58, 385 ~430, 
1928) [上 田 う 
324, A Lo vill Cornucopia に 於 ける 
Reaction Porphyry Dike の mA 
Goodspeed, G. E. 

RAB ANIC BAS 3 ARNO 
小岩 株 塊 が 片岩 の BAK & MEL HH 


40¢40) > 


Ps 


22S AKC MAOKK I LRCARA 
OBA E EES E B82, HRAN 
ISG 3 THERE A kV hybrid 
magma PYICHEA & LUC MARS る に 至る 
EO ILD BAF ASW aC HAH BS S BFE 
せり リ り 。 

p> \ BBA as Bec A Lt “‘ reaction 
porphyry dike” と 呼べ る 者 を 形成 せる 
も の な りり 。 (J. Geol. 37, 158~176, 1929) 
C_ERA) 

325, ミネ ソ 多 別 Snowbank MEO 
合 岩 株 Sanders, C. W, 

Are Algomian 時 代 の igneous com- 
Plex OA AEBNIR IED —iig lc LT, FEAR 
一 般 に 単なる 岩 株 と Br bres 仔 
細 に 検 す れ ば 或 噴出 時 期 に 相 弱 ぎ て 許 入 
せる 種々 の 岩 相 を 包含 する 複合 岩 株 の 記 
載 な り 。 

Biya y+ v4 CPoikilitic shonkin- 
ite), AR NRA C13 % ORT e Bis), 
nordmarkite 及び aegirine-augite allanite 
syenite (2, RAO Ki 6 NEB OA 
部 相 な Yo 

ACARI Magmatically に Vermilion 
Ath SRE, Giant Range peat, 及び 
Kekequabic4é jg 4k, Linden PY BAER 
Pooh Bah malignite ##k L BABI 2 KO 
hil, CJ. Geol. 37, 135~149, 1929) 
CEA) 

326, Lechateliérite の 成因 Rogers. 
ALF. 

Lechatelié rite! jz (LEB 7 vy) 
FIZOLZRBOKR DIZ UTICEEY HH 
され た る 天然 産 奉 酸 ガラス えな り リ 。 ア リゾ 


‘DV 


Ff Meteor Crater は 唯一 の 産地 に し 
“CiRCA. MERE = OO OM Re PI 
を な す 。 Lechateliérite oR AIC BA LIRA 
% FOBSK ALS LOY LORRU 
DGD AIRE IKKE LORS Vo 最も 
he Belt 約 10 MORRO SIVA IK 
LC RR EE IL LD 3 YEE fT 
な る 形 の 火山 作用 る Sr~br2XSze, 
GUARIRE t THIET ORR KSA 
AB AES S~2KDL’UMY EEE 
SCL, MMAR BMeESLL 
b, HRB O ke DIC HER IARAEAO 1600°C 
CMe Ene) LUB~bHYSeTL 


等 に ょ うり, WIRD as 大 な る AOR 


TP ORR DEB O kD Ue BAIT KU 
か され , Lechateriérite を 生 ぜ り と 考 へ る 
iS Wie b A, (Am, min. 13, 82~ 
84, 1928) [河野 〕 
327, Woolley ARH ICT 
Groves, A, W. 

JE (conglomerate) は 石炭 紀 の 岩 石 
と 花 賠 岸 と の 間 に 起り , 石英 , BRA, 電 
無 石 化 そ る 岩石 , ARM, Ale ERA hh 
SEU RSMAS AR Y Lie 
A om@eiic Lc, Dartmoor granite 2 aR 
HOW Re AL, COTE © BRM 
KA LIERS . LEA PE RS 
PER IAA ESE RG HS BRUBRCR 
BARU WAY ANC ERA ORC 
用 ぁ ら れ た る 事 な り 。(Geol. Mag, 66, 
40~43, 1929) CHRD 
328, PARKMIS 於 ける 中 生 代 及び 第 
SHERBRSA Ross, C: P. 

74 wR IMIC EE BS 3 ERA 


ee ee ea pe SNe Cr Ot ta °c 


[Phe oe 


nat 


wb 
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ORFILICM Lixo BRS VY LL 著者 
は 最近 とこ の 岩石 を 研究 し , COR oe 
REPRBR? Dh LAB L EWI LR 
TS HIE WS CORRE 


DoE L HAC T 4 HF as WERE L He D tug | 
り LBB Spf Ic IKEA IC IB ~ & 
| 


Athi Ak © EER HIS ICENV, CO 
74 & ERS =A) SAE Bi OE 
AC BU BPRHE AL OHS VU LABEA LE SLOL 
B~bSo Ti LT 200 BHM ED AR 
に 豆 り Bes eh AaSs, b2BO BE 
BEB IC REA Lt SPB ESCs ESE HE TE 
の も の な る さ ベ べし 。 (J. Geol, 36, 673~ 
693, 1928) 〔 根 本 
329, Black Hills #HAOHZHAGORN 
FlxeET Rubey, W. W. 
COBAZAMOLBK Vrsmho 
% DIC LT, AB FRO LH CUT of 
頁岩 の 成因 は 即ち 主 な る 構成 成分 な る 理 
酸 の 成因 の RM te V BH, Hy 及び 
iB) 考 ふ る に , と の 頁岩 は 
BEY te (AMIR DARA WU Te B BAW) te 
り 。 即ち 堆 積 そ る 火山 灰 は 東 酸 に 富む ゃ も 
の に し て , 海中 に 於 て 分 解せ られ , 基 結 果 
多量 の WRESEBe EC, Moms FER 
が 有機 物 の 分 解 に 依り て 沈 江 せる も の な 
る 可 し 。 MHAPICD ERIKS SELAH 
石 は 圭 酸 の 根源 と し て 重要 な ら ざ る る ゃ も の 
Stilo CProf. Paper, U. S. G. Serrv. 
154~0, 153~170, 1929)C AAS) 
330, 火山 の 活動 に 際 CT Mk IC AME 


SBMA AILHT Zies, E. G. 
Alaska @ Ten Thousand Smoke Vailey 


に 於 ける 火山 ガス 研究 の 結果 その 中 に あ 
る HCL RU HF の % は 少 き る も, 一 年 間 に 
HOS Mts 閉 る し き を HBL, oe 
DAA OWNS 加 は る 場合 を 論じ , 特 
に HF ois HCl t Rete BAHL, と 
の 革 素 の FHLB TO—-LUTH 
POT O IRE HB So, な ほ と の 外 
に 海水 並び に 水 成 岩下 の 微量 の 引 素 を 系 
統 的 に 検出 せ そし む と と を 希望 せり 。 で, 
Wash. Ac, Sc, 18, 511, 1928) CyeRRI 


i hk BS 


331, BRA KR _L A RAH 
FRET 太 村 古 市 場 の 北方 , TE MSE 
CHD KIC KSI BS B BGA 
SANA bite % TL ¢ BRAC DR P IC Ap IR & te 
し て 存在 し , GAIL E 尺 に 及ぶ も ゃ の あり 
て , DRA D wh Pelt 10% 以上 な り 。 塞 巡 岩 
は Pegmatite, 及び (Eh a A aiikte 3 
Lo (地球 , 11, 347~348, 1929>C pp BF 
332, 地表 水中 に 於 ける 鐵 及 び HROS 
PREMULBISRET (第 一 報 〉 Moore, E, 

S., Maynard, J. E. 

WEAK IC HS BER USER O ET, 
Pn IAMS S 諸 作 用 , 溶液 中 に RO 
る それ ら の AKHE, PA EIR せ し む る 庄 
{EAE IC LC BB © He Ey EG @ HL 
He SRM DHE RIK BA LC RD HH itn & HB Co 

1. 有機物 に 富める 地表 水中 , 鐵 は Bie 
酸 壊 と し て 沙 解 せ ず , 酸化 鐵 と し て BME 

2. 少 量 の 鐵 は 有機 酸 壊 と し て 座 解 し 
BULA PRE HE PK IC Ae bBo 

3. Cre PRG, DBE & hk he & 1 LO 


492C42) ae 抄 


CAH SH BAB 36 の 酸化 鐵 は ; 同 16 の 
有機 物 に ょ つて 脇 騰 液 と を し て 保 を る 。 

4. EAD 場合 に 限り , 鐵 は 無機 壊 と し 
て 地表 水 に 溶け , 或 は FRR LT 
PERE & AES 

5. Kite } RRs ea LA RIC k OC Rea 
せら れ た る BRMAKA TH Be kV AEF 
(Econ, Geol,, 24,.272~303, 1928)( pES2) 
333, SEARS OAR RO a SkvAIC RET 
Webber, B. N. 

Arizona 州 Twtn Butte thFic Pa 3 
— EAA A Sid TR EP ROR AME & AD 
難 き 部 分 に ARROWS A, 2b 黄 鐵 
BAI YS AK OPE MIC kD TAY 3 Bt 
BRUB— TREO (FIC tL, 後者 が 
Mb ARaAkY BX SCOg OR BK 
選 元 せら れ た る 結果 な らむ と 論 ぜ り 。 
(Econ. Geol, 24, 304~310, 1929) 
CEB) 

334, ##) Tocopilla OSAwPRIS RET 
Let Was NSS : 

8 File WSF る Chuquicamata, Teniente, 
Potrerillos 2 m 4898 y & HEC BET UL HEFL 
AROSAGEW Fe VY L Tocopilla PR, 
現今 は すでに 音 日 の 面影 失せ て た だ 毎年 
(ED OME AES SIE T 著者 は 
1924~1925 年 に 豆 り て の 調査 に 基づき 
Cy 下地 方 の 地形 , Sib, A De SABRE © J BLE 
Dw CiRRLEYV > BSB  Post- 
Jurassic % (x Cretaceous 時 代 の Granodio 
ritic magma x ) BMEAICAY CHER 
され た る を も の に し て , EM 線 岩 中 CK 
ける 硫 脈 の 形成 は , そ れ ら の Beers ic He 
Y L Spalttingsvorgiingen と 密接 な る 開 係 


を 有 し , BABB IC Pegmatite 及び 
Lamprophyre 等 を 生じ , 之 と 殆ど 同時 に 
PUK OVE Le SRO Y « HiME 
JX SRG EAS 集合 ょ り 成 り , その 間 
Bhi & LE, 赤 鐵 列 , HEX ADR, 磁 鐵 残 , 黄銅 
TRU TEEROE CT FS. THEO 
AD 一 部 は 明か に BIA EY LAS L 
Erzlosungen に 起因 する RE AIC k S 

も ゃ の な らむ る , KM LABKEK kV 
て 形成 され た る も の な る さ べし 。(Z. pr. 
Geol,, 2, 22~27,1929) (PEF) 

335, Lodestone magnetite に 就 て 
Newhouse, W. H. 

Lodestone と は 特に 磁性 の 大 な る 磁 鐵 
VRORK UT, EK ferromagnetic ferric 
oxide & DED, 普通 の BEAM He L-c 
約 3 倍 の Remanence Cpermanent magn- 
etization) を 有する る も ゃ の に し て , ZHEOM. 
辻 は 概ね その 組成 と 成因 に ょ る も ゃ の な り 
LAE SS, MSR ORB KE 
PRE OI LEGIT S% OIC LT, 
磁性 有る Oe AM L te L CRESS 
に , Bt OB EPR BEER TRL ELC BME 
せ LRT OMDB Lt EHLEV. ZIM 
LT, 磁性 の な きも ゃ の に 於 て は 補色 酸化 
RELIED TEFE READ FT. その 成因 に 闘 し 
Tlt PEICBREN LORE Die, 著 
者 は Uglow, 及び Osborne 14h —= oF 
WE $445 L, lodestone Je RIC BA LC Ai 
な る factors の 一 っ は 酸化 作用 な り と 考 
へ , それ が も ゃ つ 両 極性 に 開 し て は RE 
ら か な ら ざ る が 如 し 。 (Econ, Geol., 24, 
26~67, 1929) 〔 中 野 〕 

336, 印度 Singhbhum に 於 ける クロ ム 
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SRURPRIZHET Mahadevan, C. 
Singhbhum 地方 の クロ ョ Ly SEDE DO KG Fc 
HC lz, 1907 年 初め て Saubolle 氏 が 論じ 
た る る , 基 後 一 般 に SK 陰 さ れ し ゃ の 
OS, SYR Sera Slab kV 近年 や ヽ 
注意 を 喚起 され し ゃ の に し て , 著者 る そ 
の 中 の 一 人 と し て 同 地 方 を BAL, tO 
結果 を と と に 論述 を し ゃ の な り 。 印度 に 
WSO 2 TELM IK PS BR IS EV IC 
少な る も , bet 2ZHAaRRAKe Reh 
る 特徴 を も ち . す べ て を 同一 型 の も の と 
る も る 考 ー ら れず , Singhbhum foc 4 IK 
マグ ネ サ イト の 階 人 任せ ざる 事 ボ が 他 と 著 し 
《 相 眉 せ る 所 な り 。 Aimee IC Tid, HO 
tka OFS, IK MED AE? LAY 
開 係 及び 各 岩 の 両 眼 前 並 に 題 微 鏡 的 構造 
を 述べ , RU CHK D WA IC BY , 最後 に 
PROBE COV CT EMIT SHS Yo 
(Econ, Geol., 24, 195~203, 1929) Crp BF) 


A Bk & 
337, Shearing Press に 依る 石油 の 
生成 (C1) Hawley, J. E. 

油 母 頁岩 中 の 有機 物 の 検査 方 法 。 著 者 
US TS EEA PR & Be MS SDFG IC ET 
抽出 す 可 き 酒母 頁岩 の Wd ORM, Tes 
© th Hs YE © BRA, 抽出 中 の 和銅 媒 作 用 
DG RGAE VV, ZHEORMBL 
り 或 種 の 不溶 解 性 有機 物 は 酸化 に 依り 可 
YATE Py cB UC, 叉 - Shearing を 受け た る 頁 
BA ZEZGTSLOL VMBECKY 
PAKBRE EPS SSEOMRE BIL Yo 
SAA MEAG ORAREAZAS 341 
Ryo BAER HA Be 


な る 石油 を 含有 を る も の に あら ざる 事 を 
主張 せり 。 CB. Am, A. Petr], Geol., 12, 
303-~328, 1929) CAA! 
338, Shearing Press に 依る 石油 の 
生成 2) Hawley, J. E. 

油 母 頁岩 及び 含 油 岩 の Shearing 
に ょ る 影響 。 写 験 試料 と し て 
Colorado, Australia, Kentucky, Cleveland, 
Ohio FOATWAA LRA Y. LEO 
石油 頁岩 に 就き て fracture 或 は flow を 
生ずる 如き 種々 な る 強 さ の 万 力 及 舌 態 に 
eC RUK RRS VY, ZHEORRL VU 
HEB ax Shearing Pressure の みか に て は 
WH & AES, 単に 有機 物 の WARES 
DME SORICV » MILB RD LSD 
増加 を り 。 

即ち 以上 の eRe Y, 此 胃 的 低温 に て 
且つ 短 時 間 の Shearing Pressure は 油 母 
頁岩 ょ より 油 の 生成 に は 定量 前 に 重要 な ら 
ざる も の な る を 知れ り 。(B. Am. A, 
Petr], Geol,, 13, 829~366, 1929)〔 入 木 〕 
339, バク ー 油 田 の diapir wo AA 
集中 G. Strzetelski 

著者 は バク | 油田 に 於 ける 多年 の 研究 
に 基づき , HBA HA 老 へ ちら れ し 
如き 普通 の 型式 た 属 も ず し て , そ の ディ 
アピ ル 型 な る 事 RSL, 後者 の 解析 
NIAE & TBR O BUR A L CRO Me 
Hii aim IC BIS LI Vo 
CQ) WRO MPS RICT SBA K 
BRIC(L KI Fo MMA % Old fifa % 
AFEVI BOF AT Cor AIC B 
Fo 
2) F4A7 En Ah it— Fk Y ORI 


Pressure 


yp 
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H Aa 


$k 


依り , Ble OT eas, HRA O RHIC 
WSC ZH AHLT, 地表 に BATS 
に 玉 る も ゃ も の な リ 。 

(3 AYR RO AB A te S AMM IC LC 
基 項 部 に 近く 破断 線 ( 断 層 う を 有 せ ざる る も 
の は 天然 に 存在 せ ず 。 惹 し その 地表 に 破 
ETO 認め ちら れ ざ る 場合 は , デ イア ピル 
視 曲 の 幼 肥 型 に 属し , 多少 普通 の AE 
造 に 類似 す 。 

(4) F747 Er RAISE % LES Md 
if Lge lH IC BAT © 

C5) FAH © 軸線 は , SL— ARO VACHE 
、 り , 分 水 界 に 相 営 す る 事 な し 。 

6) 石油 奏 床 は 専 ち ディ アピ ル 型 背 斜 構 
造 に 産 す 。 

C7) AVA © th ANE ls BD REE Ee 
CREBLAT Sihwows ROHR 
Po CHES 

(8) = | DF AKPRG 3 AVS ER 
Di = Bei WS- CBM LRH SRN 
BRICKS b, 石油 の 比重 は 深度 に 逆 比 例 
FG 

C9) 福 曲 橋 造 に 於 ける 砂岩 は , A の み 
又は 水 の み を 含有 し , 山 者 が 同一 SKS 
り て 重力 的 に 分 離す る が 如き 現象 は 代 ろ 
例外 的 な り 。 
CLOSE Y © HK te Blk DF HERA O 
最小 な る 個 記 に 相 営 し , BO MRO 
Bae S 内 部 に は 石油 が 集中 すず るる, BH 
RENK SURI AL EET To 
CLD Bk © aE AYRE & 共に 減少 し , i 
油 と 成因 的 開 係 を 有 せ を ず 。(Congr. Int, 
de Forages, Is. 87~37 1928)【〔 高 橋 
340, ルー マニ ア 石 油 の 化 提 組 成 表示 法 


N, Dzongila 

FAVA RETIREE SH 
| OAM RAM ES ROT, 同 國 アル ベ 
ナシ 産 右 油 を 表示 すれ ば 次 の 如 bo 


CO 
652150: SE 20:42) 32 
65~95 SA EE ET S085 
95~125 4.99 1.39 20.92 77.69 
125~150 2.91 1.22 23.98 77.80 
159~309 1.64 16.89 81.47 


LAIR RRS ARES %O 
KC,Ol LIMBA D FMA DEKE & 
示し , 間接 に 酢酸 水銀 溶液 を 用 ひ て タッ 
ッ 法 に 依り , Mita vy 法 に 依り 直接 に 
之 を 定 む 。 Ar は 芳香 族 炭 化 水素 量 EM 
し , RAK KOCZE TET 。 
aCi00=AT: 

100—As 

ALLAAH IK 98.33% の 硫酸 を 用 ひ 
CHER © RIC HRY て 測定 し , Asz は タッ 
ツ ッ 法 叉 は えど ン 法 に て MHS SZ BS 
A と 同様 に 所 理 し て 測定 する も ゃ の な り 。 
ii UC, Ag と O01 の 和 を 100 ょ りり 減じ た 
SLORMMMOMETS, WF MIESE 
地 及 び 地 質 時 代 を 異 に する 石油 の 比較 に 
適用 せら る 。(Congr. Int, de Farages, Is, 
1928 81~82)【〔 高 橋 う 
341, Black Hill #HCHI SERA 
BORE AS23288 _ 
342, 本 邦 油 田 に 於 け る 温泉 
Bo ; 

SHTICK UGC BSH 
FRI IC PAT S YAO 地質 構造 , 泉 質 等 
を 詳 述 し , 基地 質 構造 より て イ う ) 温 泉 の 直 


A 


FH hic 
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RAG ie STL SAMO 影 響 な く , 油田 
OMWPICROG SIRE RHe SSL 4o 
Ca Deere oie & FEIC A I  DFGE IC TC Hit 
Ras SP PRICE LR © OM & 
SOO, (>) ROB ICT Baas ww 
Pei ICSE LURK OP SPER SLO 
SMC Rt 0, WU CHBROR Bia 
BRO RIC IL. REREAD アル カ ヵ 
I PRIMI Store Vo CW AHESE, 
40, 477~478 479~481, 1928~1920) 
CAA 


& eH 


343, wy Pyrophylilite. Shelton, 
CARS 
APP Al,Og. 4SiOy. HLO な る 化 


BER Ai し; a= 1.562, B—=1.588, y==1.600, | 


2V=57° BARI BT 9 MAKER 
JAIC HSC Daa Feld Mr.1900°CI CHAS 
Hla ic HEC ltd Carolina jj Deep River 
BIC 3 FE eB Le To 
ABUL 2147 AFA b OPER I 
分 と し て 使用 に 開 す る BAe Vo J. 

Amer, Cer, Soc. 12, 79~82, 1929) GHAI 
344, FELMRAO MHA MW OX. 

Je tk, Mh, 伊賀 , IN, HEU ea: & 
IF CW L, 加熱 前 後 の 長 さ を 測定 
L Waa SEE Uo MR AIC HALE, 
各 帖 土 と る 一 般 に 1000°~1100°C Ic PST 

最も 収 統 を も り 。 肉 地産 粘土 は 1400°C 以 
EK CHIME O (Ai eM ZIP 3 
Ako BR ic AB Ll, ANGLO HF % 赤 IC 
の 一 因 な る が 如 し 。 支那 産 柄 土 は 高温 度 
SBF SEC WHER, INH Ae 博 


WI PRIC TE UC A ARE RIC ake & HRB 
を 示す o Eth, 37, 92~95, BOGHAI 
345, FHEERO PBR MM 
POLIS CHEM S SHA OHMIC HEC 
は 詳細 (CPE Bare SB, 低温 に て 放 
出す る 温 分 は 従 来 単に 吸着 水 と 見 父 き され 
た り 。 SARS Ia BK, 酸性 折 王 は 30 
ー70% を 吸収 せる 温 分 た 開 し , 著者 は 興 
IK 3 SLE BR Vo : 
FLEA RPS 20°C a FU FUR ARP IK 
RE LD re SAPS Be ICH 
12 EDULE PC PR BC — REE IC HNTB 


| 7BGME & WWE 2OOPC に [時間 乾 爆 後 


DBCS 3 BULE OD & ARAB E 
の 曲線 ょ より; NAY PE eH BR & ORD Lic, 
YHA PS LRU BA RE SE Ko HNIEK 
魚 川 産 酸性 自 土 の 恒温 曲線 は 28.96 HO 
CC Hi ih] HAL, BEC 35% eC HH FIRB 
と な れ り 。 Bic 88i0g,.Alo03.xH90 を 
有する 本 白土 は 低温 に Pc lt 上 式 の 外 
に 更に -8H50 及 12H 20 に 相 営 せる 分 子 
HEAT LEV 6 MAMMA He ILS 


に , Hips HT LK) 7~8% ICC HAR 


SET 9 BUC WH KIE © Bibi AlgO3. 
SiO». 20. CHO) な る 組成 と 考 へ 
た り 。 其 く 恒 潟 曲線 上 に 不 連 統 性 を 表 は 
FEE RVD A RN FB ee OT 
と と は 吸着 反 應 に て ROA MEIC Lt, 水 
化物 を 形成 する な り リ り と 論 縛 せり リ 。 Sci. 
Pap, Inst, phys, Chem. Res., 9, 15~49, 
1928) G7) 
346, New York Ji4tERORARER 
Shauf, B, M. 

北部 New York Ji Dekalf Junction pf 
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ROB MK 1907 48 OBL IC a Bo 
[i Og Aa, Ba, ae KY 
成る Grenville series, }y iit At hia 
ANNs oki aR Cambria の 砂岩 より 
構成 せら る 。 RABI lt MAK を な し て 
Grenville series 中 の 一 員 た る 石灰 質 岩 に 
存 し , Ral IRA, Ba, BANA, A 
KIDD GE TE OAD IC kV HSN 
KB So Wilk pegmatite 式 構造 を 有 有 
FO RA AKROKKEEE WF. HE 
SEL E AK LC REZ IC RE, 副 成 
分 と し て BHIANA WLSE, PA 
Ai, MERA, 及 滑石 の 外 , 譜 種 の RECEDED 
WAL, As th VY — RRA OE, 
あり , 大 上 品 は perthite に し て HRA O KE 
PRIC (LD BE & HEAK OD % © & PHAM IC AE 
細 な る も の と 三種 あり て , 成因 的 に HM 
状態 の 差異 を 示せ り リ 。 ACRE pegmatite 
に 編入 さる さ べき る , ERM MMs WME な 
SICKL, A RAMs 多く 基 性 に 属す 
を 以 て 本 硫 床 は 基 の 何れ の 型式 に も 属 せ 


at 
Jo 


ABUR D Kk Grenville 石灰 岩 (一 
Wit ABSA) IP OBB ICM Oc EAD 
BEAK Ae hid A OE A HK I ET © Bit & 
BAR L, SLICE ADR & BEG LC 肖 
WAY, BIGINER HIRO FF te S AYA e 
生じ た り 。 (Econ, Geol, 24, 68~89, 
1929) GHAR) 


石 OR 


347, AR PORMIRORIE Li, S. i, 
Parr, VW 


AR AFE D [WE DENTE OS Fe > Fy AR BE 
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PMc BRU SPARES HS ICH Vo MOT 
著者 は 常温 に 於 て 黄 鐵 奏 の 酸化 を 促進 す 
3 EPEC MEIC IETS BPE Vo 即ち 第 一 に 
J. White Apwoseiee 使用 し て 石炭 に 
HATS te SPR IBV 259C 及 100°9C に て 
WEL L, 資料 中 の 硫黄 の TRACAKHE % 硫酸 
根 を 定量 し て 推定 せり 。 SAIC FRR 
TALI O Je LE & I~ Fe B Fie te wT Ii) 
BRR GAZA, HS = 1C FREE IC 酸素 の AES RE 
DPB IK FHM & |) HEI kV CH 

し , RO Hii im B FETE Vo 

1. Fibre? © Te GUN UL BLS te D WEP FIC 
WSC (SE ABGHIC 酸化 し , 右 炭 の FRB IO 
一 原因 を な す 。 

2. 及 83. ROMER TERT HEAL SALE (a 
WARE IC LEB L FLO TLIC LIEB L, ME & 
Ja ERE Ae VED, BUTI BME L TDS & 23075 
— JEMBGA Ts Yo 

4. HC TR 8 Sek VL ERR © IR 1 % IL 
進 せ ず 。 

SH (AHIR VE HAR SE RIK CO Bev SHS MR IC 
就 て 論ずる 所 あり (5 及 6)o 

因 に 本 研究 に 使用 せる 資料 は Ilinois 
SG St FE OVO Fibre te V 9 (Fuel, 8,9~ 
15, 1929) Ciel 5,3 
348, GARE ORIS BME. 
ER bee NV Fem iG 

RAs ( 7uvvr | 南部 及 デ ルビ 」 シャ 
| Pig LL Dg VC JAS B PBR > Fi foe o> NE RE 
を 立方 体 資料 を 用 ひ て WEL, ey 7° 
AF | VM LTMA FICHE Tie 3 By 
Pe OARWE 2% WEE LC, 石炭 の ERE D pe 
RANROK 2 SKIS EAH Vg 

RIC v | YP OR MIERIC TS hn Be 


yy 
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速度 を 1 分間 に AVC, 29C 及 BC csp, 
LCHC i Ly 5 分 間 毎 に UDG BE AE TE 2 
WEE VY 9 900°C ICSE LI B Pelee I 
IY UC aK & WHE Vo 

Art SRV IS SE Hn SE RE (CBRL Ra S Be Janae 

AVE AA re MME D WEVA % Jan B AL BABA VC 
Dy SOR & KBR DH IME TET Yo 

FUT BE AE Tk > Ze 2D (LAr bye & MW RHE VEE 
Mae FF LICK LTR | Vissi 
DAF 22 FES 0 iene AE We 29 HS — EO UE | 
ue OD Kise LITT % Se 1 FEAT Lh & hi 
LEM HT SIH V 6 BMP UL Fiber 
V2 WAG 2 FEO SAF & HIRO & MET BS 
BV, GR, 77, 172~190, 1 Fu 4 年 ) 
C Hilt J, 

349, MIROKBATIC 於 ける 水素 添加 試 
fe Varga, J, 

頭 書 の 目的 に 著者 は ハン ガリ 「 産 一 始 
新 期 褐 炭 を 使用 し , VUE % Fil % site 
せり 。 本 宰 庶 は 8.98% OS を 含有 せる が 
WIC, 2% VED SIHIC 15% O evs & 
混和 せる に , 殆 ん ど S を 含ま ざる MRR 
Wee SOA ES, Who 得 最 を 16.8 
%X VY 28.79% ~57.9 Bich LES k& 
FETE Yo WD HEME AL D EPL UL HH HE 2 Hint 
PANE YE D BREE IC TAS. A Lo TL 
CMI CE MES Jp ETE VL. pF ny eee 
る 際 に 得 ち られ , THY b の 加熱 は 一 度 成 


HE B Yih APM ACS % OO hy L oC Bre- 


nnstoff Chem, 9, 277 ~282, 1928) fifi Hl) 
350, ルー ル 地 方 に 於 ける 石炭 の R57 HK 
OBAMA Kreulen, J. W. 

約 4000 [il] D PU OVE IC UTE B 灰分 を 


集め ZARA SOMMINK UAE Ly 次 で 水 
Se HMM IC TH HEE OPA & PRB XS Hap & 
Bb, He % DIMA Bev % WEEE Vo 

BIRT OVEN IL 1215° で な り 。 水 に 
WA OM ik 4.896 1 LC AMIR IC WA 
部 分 は 41.0% な り 。 水 に 可 深 の 部 分 は 主 
と し て CaSO4』4 及 アル カリ より 成り , 水 に 
AVE OUD (3 AIR ICM L S10. 241.5%, 
SOx 0.4%, P205 0.5%, F203 18.4%, 
AlgOx 31.5%, MnO 0.7%, CaOL.8%, 
MgO 1.2% %, 9 > CBrennstoff-Chem, 9, 
399,1928) C4 bh J 
351, ASABE ICHMT SPAR 
Simek, B. G, 

PEAS ULI © ATIC FL SB IG 2 WEIL 2 Hi HL 
を 詳 逃 せり 。 

1, 腐植 酸 の 完 義 。 る 製法 及 精 成 。 3, 成 
分 。 4 各 成 分 の カル ボー= | wt, 5, 2xF 
| OPE HUB etgGVE AF b VIM 6, 
ASHIK HS BS WK OEM o 7, MIRO IE 
Mo-8, 7 3 FPR KOBYER F 47 746 
MIC PLC 9, WAT Ie & I AEIK FF 4 7 
FAL DPW o 10, WAP RB AH ik a> 
色 及 色素 と し て の 性 算 。 

PEGE DL 2 OEE 0 Ie oo Heine EP 
Yo 

1, ORAM MR IL = | テル に 可 浴 性 の Harz- 
Siiure PUM IC TP PAPE a Wymatmelansiiure, 
WIC HYAIC LTV VU FEV ICID 
Tumus-Siiure 及 VY), b> YE PHVC AS YA @ HB IE 
の 岡 成分 た 分 つ を 得 べ し 。 

2, ARI Y HeWweny Ph A OW) date = b 
o KK iii 7s PRT YA 
EWS SET Vo LEO A Ht WIC 


43C48) = pb 
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FRED Dirk 3 RBA © MRAZ 
上 の 指針 た る べき 物 な り 。 

(8, Eo MOOR, 共に HL 
ORME eT EK & RL S BAIT ET 
Fr, Fischer 42-23, 従っ つて MHA 
FAL ARO KAR RAE RFT B&O 
te YU . CBrennstoff-Chem, 9, 881~396, 
1928) C7 bi) 

352, pe{bkHOA LA BHBIEIIT 
Fuchs, W. 

BHA LIES MORE HIC KOC trlt 
ALE BAH D HAI BAS S POG Be He sit CB 
て 詳細 に 論じ , 次 の 結論 を 下 せ り 。 

LFA IC BST & ETEK © IS HAE BY 
Humifizierung Je 3b 成 生 物質 は 猫 ほ 重大 
な る 研究 題目 な り 。 

2. PGR SEIS PST HRII te S TEBE HE © Fi 
PAL Cette & D SHA A DZ ok 
を 成 生 する を 得 れ どる も , 此 の 際 腐植 酸 様 
物質 の 得 量 は 僅少 な り 。 同 研究 に 於 て は 
YEA ~S & EEA HEME BIC HBL te S WDE 
族 例 へ ば グル ルコ!| ズ の 如き も の に し て 天 
然 に 微生物 に 習 し て 抵抗 力 の 微 器 な る る も 
Dry, 

3. KT D SREY & KR RIK AIR 
HARES SIC AWM Te aS Bb DEKE AT S 
LREIC ARO RBS AT. (Brenn- 
stoff-Chem, 9, 400~402, 1928) (#8 kh 5 


353, X RICK SILBSH Turner, A, 
H, 

Cu, Fe, Ge, Co, Ni, As, P 及び Bi o 
検出 及 決 定 に 開 し て OC. ~E. Eddy & Laby 


LSE Mgt SHR e ML KAM EL 
CHEF 3 LE OTH O 0.0001% の 小 量 を 
MIM LES EE | MIELEC & 
り て 検出 し 得る 元素 の Mit 大 に し て , そ 
fe HY ASH DIC, X-ray target を 作る 
に 要する 資料 は 極 あ て 小 量 た に て 事 足 れ り 
と 論 ず 。<Chem. Eng, Mining: Rev.. 20, 
361~363, 1928) GRA) 
354, RRR X MICH SRO BNE 
Thibaud, J. 

3B eit very soft X ray の 波長 測定 を 
WEE SIC. MPT AEF IC K UC 得 を る 波長 
Lk VU MPFSRe CROKE SOL 
異 る 値 を 得る と と に 無 附 き た を り 。 之 は 大 
波長 X 線 が 皿 宰 中 より 物質 中 た 入る 時 の 
OMA IXY pe Ste UB 
WD 9 BIC WE S ke SAH Fh PE 
kU RM ORPTRE EHV, RAK 9 
BHM SH SEQ /C21ーp り の 式 た て 属 
RAR Y DOR TED de, 0 は MRR 波長 
計 を 用 ひ て 測定 そり 。 格 子 と X 線 と の 角 
が 0 に 接近 する に 従っ て X 線 反 射 の 濃 


. 度 を 減少 そり 。 そ の 理由 は 反射 の 次 敷 の 


高まる と と に 由 る 。 

XK DHE RILRO Il し 

CA") 1.6 2 4,49 54,9 65 

sin8 0,04 0,031 0,51 0,061 0,078 

6 0,000007 0,00048 0,0018 0.00186 0.00305 

dt X PORE CAD 6: 限界 角 S: IR 
PREGSBOK LK URES S hl KR 
WOPRERROMAT S LTC OLB 
KF ME OMA Mia kV BAS tr 
@feKic b> (Comptes Rendus, July, 
1928, 23.) CRA) 


yaa! 
3 as arte ke 
cec bc hae S 


pp 


355, PAF OPES RO FAAS 及 
ぼ す ソー タダ, バリ ウム , 亜 鉛 の 影響 Fette- 
rolf, L. D,, Parmelee, C. W. 

AB Si0260%, NaoO 40% を 含む 
AIR FAO NagO を それ ぞ れ ZnO 
及び BaO に より て 置換 され る 場合 に , 
BET As 2 US AM PRSLIC fil Ze S SEAL & 
RF Pe 述べ た る も の な り 。 Zn 〇 及び 
BaO の 二酸化 物 が 6 ペ 1 ャ ント 宛 増 加 し 
DS NagO を 置換 し て 生 ぜ し 各 5 種 の 
MAF O 弾性 ARR OS WIR Re 測定 そし 

c, Nis0 の 量 が 減じ ZnO 及び BaO の 
量 が 増加 する に つれ , 前 者 に 於 て は その 
(HIRAI BAN L, RB RACK TIA 
% OER ICL F 3 EHMNV Thr 
beMICBAU Dirk } RL HBL, 
ZnO OF#M Bit 80, BaO は 55, NagO 
は 35 と 定め , UCI FRO WN 
因 敷 は Nag 〇 は 12:5, BaO は 5.7, ZnO は 
1.85 と せり 。 

Winkelmann 及び Schott HE OARS 
% English 及び Turner F#OZ fr 4 fi 
NRELARPCRBR Sirk BRL —-HKH 
23, G.-Am, Cer, S.,.12, 193~216 
1929) [根本 〕 

356, 硝子 中 に 生ずる Stone の 根源 及び 
その 防止 法 Insley, H, 

BF 'PIC/HEFS Stone 即ち 各種 の 結 品 
質物 は その 根源 の 如何 に ょ り Devitrifi- 
cation stone, Batch stone, Refractory stone, 
の 三種 に 分 けち る 。 と の 中 Devitrification 
stone は Batch KARO の 不適 営 叉 
は 成分 の 不 均一 等 に ょ り て 生 ぜ LBCRELE 
用 に ょ っ て 生成 せら れ , その 例 と し て 鱗 
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Atk, TERA, MERE, NayO-3Ca0.6Si0» 
及び , Jaffersonite Hwy, OBO, 
HAKRE Re U HICH S LAE TOM 
離 作 用 を 防止 すべ き 方 法 を 述べ た り 。 次 
に Bitch stone は 不 秒 融 砂 の 如 《 Batch 
成分 の - ORDA FSBCAF 
る も の に し て , CHE 防止 すべ き 方 法 と 
し て は CL) Batch の 微粉 砕 , (2 う Batch 
成分 の 充分 な る 混和 , (3) 高温 燈 融 , < カ ⑦ 
Fell ARS D 4 方法 が 最も 適 営 の ゃ の 
we UV > Refractory stone (x He, 桶 等 の 容器 
LRAT Sik DAA mF PICA LT 
AF S LOM UCHR, Mullite, GAGS 
fine Liro CO Stone を 防止 すべ き 方 
HARE VK SH YLS LMoRAtMn Py ic 
LUA ( EMT SCL RPS bt 
(J. Am, Cer, S., 12, 1483-~152, 1929) 
CHAS) 


新刊 紹介 


Fairbanks: Laboratory Inve= 
stigation of Ores: 1922. 

ASE Fairbanks Ew fiifkic m & SAR 
AWOBA © iM@RRC, 主 な る 部 分 は 

Lindgren, ABW Mey we i oA Oo 

Fee Se HOLE 

Fairbanks, $e gage & HEED U ASR 

Davey, X RIC k SHAD 

Lovela d, Trivelli, (ABA Go's Gly 

Fairbanks, ff AE 

Lane, 粒子 の 成因 移 意 義 

Colony, BRA KA © IF 

Newhouse, AREW PEA PIC IAT BAG 
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Sk 


TEA © AGNES 

Thiel, KB WW (eH OPER BA 
Bowen, 地質 前 温度 測定 法 

Guild, 429K Bt 

‘Fairbanks, JER Oo BASE 

Schwartz, {&pRRA Gel 

の 13 章 ょ り 成 り , DRM AH Ic lk Wim 
BAS, Whe, BEBE BLS t.oO 
KC % fied C Ai Gre S Ke V  (AiNK262 
A AUSSI 7 IBD 70 $2) (Qe 5s) 
PROSE AA TAREE 
tht bt Birt bnkt_otcboas, 
PEASE PEAR HAG ir BEAT BB Se SB 
究 記 に あっ て 種々 の 合金 の RAK 従事 
L, 特に Fe-Ni 一 成分 系 の 研究 者 と し て 
Widmannstiitten’s Figure (c Hi C4RIRO BE 
REAGEDILBSACSOT, BAUM 
の 合金 , DEES ic BAS S 研究 の 一 端 を 
BABI 洩らし て ゐる 。 GFRERFS, 
AOR ICI Dim ea ABs 
の 研究 者 に HMI 4. CHRBERT 
DOW 294 A, 定信 2 園 20 $8) Cpe BS) 


雑 OR 


BK WOR 大 正信 年 以 來 静止 の 
AKWEIC SY LAGE MI 7 BI MEH S A 
ATER Fay x 0 HU 活動 を 開始 し , 鹿 
部 , 本 別 , ABA CRA IK 降灰 し っ ゝ 
あり 。 AE LV tk 渡邊 幹事 , EP 
出張 そる に つき 展 て 詳細 は 和紀 明 すべ し 。 

AMSEROMS Bhs AIC 
ける 南 阿 トラ ンス ぇ ツア | ん を の 金 産 類 は 次 


の 如く ; 猫 ほな その 増加 を 見 つく あり 。 


]924 9,598,000 オン ヌス 
1925 9,600,000 
1926 9,963,000 
1927 10,131,000 
1928 10,358,000 


因 に 1 エ ォ ンス 約 41.4 ALY Uc, 1928 年 
Eo PEAS 4 億 2882 萬 聞 に 営 る OPE) 

MERGER Mor KN OR 
PUBL AE BeOS 招待 に 依り , 本 
邦 代 表 と UCB Pte 0 UKG * Bmiyt 
BURL, 同 幹 事 EBL TR A 
PU AE ICE, EL BIC EMED GR 
に つか れ た りら 。 

借 國 科 塁 の 紹介 HBR oOR#t L 
て , A BIP Bo HEA & BEC 本 都 に 紹介 を 
ん と する 目的 の 下 に , BC 米 國 に 開か れ 
た る RMB RS RAE, Macc Cc RF FH 
RERYIVY PHRHORDS SH. LO 
A, $B 70 7, WAS Pex rn 
VEY |, Wee rer r by xo H 
筆 に 係り , HD CHK SDSLOTV, 

米 國 石油 地質 學 次 代表 FAFA 
Se WMC MATHICHS 3b 
SEES 代表 は , FPIA + |, マル タン 
WK の 外 , REA DEE WRIA 
伊木 常 誠 ; 同 幹事 高橋 純一 の ARIK PE 


ORY, 


SIERRA Joes 
Gime 」 マ = ア に 開き , Mise eas 本 
PARAL UT WHY SMS, 今年 九 
A OF & HWE Hic Hes 2 xe 
な り 。 
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ek it em ih 
SERRE WEI ie 純一 IERIE 
BSS GH 峰 一 SHEE HF We 
eS te Meee ER 
本 @ 願 (5 a) 
伊木 MGR 石原 HS} RR KIRRME 大 村 一 項 
Hil BS 人 金原 信 泰 加藤 武夫 河村 幹雄 IIA 
eM RAE A ME BS 徳永 MLE 
中 村 新 太朗  BPEISSKER BR 武 保科 IER 唯一 
松 帆 基 秀 松原 厚 著 林 敵 一 了 井上 密 之 助 。 由 田 光 炊 
ASIDES (1 ae) 
上 田 潤一 eR REO 國 騰 
高橋 純一 高根 勝利 RR PEF fe | 根本 ae 
an M- AR RB HR RE 渡邊 高 次 耶 


本 We HE @® Ax 
ane A 和 we te 
ge ¥ iy Ey 印 Ba 四 Py # Be 
xl yt jal 7A CC 
に 所 所 者 tH AS a 
部 cae 右 ts 
i 東 仙 仙 仙 者 Aili Ti, ge fie 
拾 京 we z 2&2 “z AG 内 市 分 
3 市 : 市 市 市 Fp HS 
Ht | 和 丸 市 KA OH eA KE hI #5 4b 

ー 生 H ig | ye 業 本 北 y\ Rit 
ae oo I $2 BR an be 院 aa it 2 st he] — 
分 分 as 町 | Amy ZS go AOAC fil BL 年 
RAK. = th F es & RS Cee sy 
OT eek | eR 物理 a WER 
nae Bo Ah ° ee a es foe a 固 
wi toe | AS ro Za 
+The Bae | O x i 
gece ars Te | it OC me 8 
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